
中
国
古
代
の
日
食

|
|
唐
代
ま
で
の
日
食
に
対
す
る
意
識
・
対
応
の
変
化

中

綾

子
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lま

め

じ

天
文
に
関
す
る
記
録
は
古
く
か
ら
詳
細
に
残
さ
れ
て
お
り
、
日
月
星
辰
な
ど
そ
の
対
象
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
記
録

を
用
い
た
研
究
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
は
、
斉
藤
国
治
・
小
沢
賢
二
両
氏
の
『
中
国
古
代
の
天
文
記
録
の
検
証
』
で
あ
(
い
。
天
文
学
を

専
門
と
す
る
斉
藤
氏
は
、
天
文
計
算
を
行
っ
て
史
書
の
天
文
現
象
に
検
証
を
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
対
象
と
す
る
時
代
の
幅
は
広
く
、
ま
た
天
文

記
事
す
べ
て
を
一
件
ず
つ
個
別
に
取
り
上
げ
、
非
常
に
網
羅
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
実
際
に
観
測
さ
れ
た
現
象
で
あ
る
の
か
」
「
現
代
で
は
ど

の
よ
う
な
現
象
と
同
定
さ
れ
る
記
事
で
あ
る
か
」
な
ど
、
現
象
自
体
の
解
明
に
力
を
注
い
で
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
人
々
の
意
識
、
対
応
に
つ

中
国
に
お
い
て
は
、

い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

天
文
現
象
を
人
々
の
対
応
策
と
か
ら
め
て
取
り
上
げ
た
も
の
に
は
、
福
田
俊
昭
氏
の
論
稿
が
あ
(
ぶ
。
氏
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
伝
文
の
十
件
の

日
食
記
事
を
も
と
に
、
そ
れ
を
日
食
時
の
儀
礼
や
占
候
術
的
要
素
を
含
む
記
事
な
ど
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
影
山
輝
園
氏
は
、
漢
代
の

日
食
、
地
震
な
ど
の
災
異
と
災
異
思
想
、
宰
相
免
職
と
の
か
か
わ
り
を
時
期
を
追
っ
て
詳
細
に
述
べ
て
お
ら
れ
(
れ
し
、
安
田
二
郎
氏
は
、
立
白
書
』
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に
お
け
る
非
食
記
事
の
増
加
と
恋
意
的
な
日
食
予
報
の
創
造
と
の
か
か
わ
り
を
指
議
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
持
定
の
時
代
を
対
象
と
し
て
お
り
、
か
っ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
の
観
点
辻
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
。
よ
り
長
い

ス
パ
ン
の
も
と
に
、
当
時
の
人
々
か
ら
見
れ
ば
不
可
解
な
天
文
現
象
に
対
す
る
意
識
や
対
応
策
の
特
徴
・
変
化
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
出
発
点
で
あ
る
。

天
文
現
象
と
い
っ
て
も
様
々
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
顕
著
で
あ
り
、
人
々
に
強
い
印
象
を
与
え
る
臼
食
を
取
り
上

げ
た
。
春
秋
か
ら
唐
ま
で
の
正
史
中
の
日
食
記
事
を
中
心
に
、
中
国
古
代
に
日
食
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

来
た
か
、
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
章

日
食
記
事
の
数
量
的
分
析

第
1
節

日
食
の
時
代
に
よ
る
傾
向
差

(
本
紀
と
志
が
中
心
だ
が
王
葬

本
稿
で
謂
査
の
対
象
と
す
る
の
は
『
春
秋
』
三
伝
、
お
よ
び
「
史
記
』
か
ら
「
新
唐
書
」
に
及
ぶ
正
史
一
七

伝
を
含
む
)
計
二

O
の
史
書
で
あ
る
。
期
間
は
紀
元
議
七
二
二
年
か
ら
九

O
七
年
ま
で
の
一
六
二
九
年
間
に
わ
た
る
。
震
宜
上
、
そ
れ
を
春
秋
、

秦
、
前
漢
・
新
、
後
漢
、
三
国
、
晋
、
海
北
朝
、
唐
の
八
つ
の
時
代
に
区
分
し
た
。

こ
れ
ら
の
史
料
中
に
書
か
れ
た
呂
食
の
記
録
を
八
つ
の
時
代
ご
と
に
ま
と
め
た
の
が
、
巷
末
の
附
表
ー
で
あ
る
。
日
食
記
事
の
内
容
は
、
①

「
日
付
、
太
陽
の
方
角
、
食
分
な
ど
、
天
体
現
象
と
し
て
の
事
実
の
み
の
も
の
〕
と
、

φ
「
そ
れ
ら
の
事
実
に
加
え
て
日
食
に
対
す
る
占
い
の

結
果
や
皇
帝
・
官
僚
の
と
っ
た
対
応
策
が
審
か
れ
て
い
る
も
の
」
と
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
で
は
①
の
記
事
を
×
、
ゅ
の
記
事

を
O
と
し
て
記
入
し
て
あ
る
。

O
も
×
も
入
っ
て
い
な
い
識
は
、
そ
の
日
食
に
つ
い
て
の
記
事
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
食
記
事
が
ま
と
ま
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
占
い
や
対
応
策
誌
各
々
の
呂
食
記
事
の
合
聞
に
挟
ま

五
行
志
、

天
文
志
な
ど
志
の
部
分
で
は
、
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上段…下段の記事中コメント付記事の数/下段…その時代のその史書に載る全日食件数

春 史 j莫 後 一 玉日E 宋 貌 南 梁 陳 i七 周 惰 南 北 |日 新
秋 記 書 漢 国 書 書 書 斉 書 書 斉 書 書 史 史 唐 唐 1?i 
/品工A、穀 左 左 書 志 書 書 書 書
羊 梁 氏 氏 本 五 本 五 本 天 本 五 本 天 天 本 本 本 本 天 本 天 本 天 本
伝 伝 伝 伝 高己 行 紀 行 市己 貌 文 高己 行 紀 象 文 高己 紀 紀 京己 文 車己 文 紀 文 紀 計

経 伝 志 二'Dと、 書 志、 二J也と、 志 志 志 志 志

春秋 3 3 3 7 37 53 

35 35 37 10 37 154 

秦 。 。
3 3 

前漢 2 14 12 28 

8 55 50 113 

後j莫 43 19 62 

72 74 146 

二国・貌 1 3 4 8 

11 20 18 49 

玉目匹 28 8 14 3 。 53 

60 60 49 4 3 176 

南北朝 。。28 。1 1 1 1 4 。3 1 40 

17 15 57 5 5 5 2 22 16 8 34 78 264 

唐 8 2 33 3 46 

90 65 92 90 337 

合計 3 3 3 7 2 51 12 43 19 1 31 8 18 。31 。l 1 1 4 。3 1 8 2 33 3 290 

35 35 37 10 11 92 50 72 74 11 80 60 84 15 61 5 5 5 2 22 16 8 34 81 90 65 92 90 1242 

各史書における日食記事数表A



一
方
、
本
紀
で
は
日
食
と
前
後
の
記
事
と
の
因
果
関
係
が
つ
か
み
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、

日
食
の
直
後
に
書
か
れ
て
い
る
、
ま
た
は
日
食
と
の
因
果
関
係
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
記
事
だ
け
を
、
日
食
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
し
て

採
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、
呂
食
後
に
行
わ
れ
た
大
教
が
日
食
の
対
応
策
で
あ
る
可
能
性
が
あ
っ
て
も
、
、
あ
る
程
度
日
数
が
同
開
い
て

お
り
、
独
立
し
た
事
項
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
対
応
策
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
問
販
制
、
月
日
、
食
分
、
日
付
の
誤
り
・
読
み
替
、
え
な

れ
る
た
め
に
日
食
と
の
因
果
関
係
を
つ
か
み
や
す
い
。

ど
の
天
文
学
的
推
算
の
値
は
、
す
べ
て
誕
述
の
斉
藤
・
小
沢
氏
の
著
作
に
拠
っ
て
い
る
。
関
表
1
の
総
括
を
一
表
に
し
て
前
東
に
示
す
。
(
表
A
)

附
表
1
に
み
え
る
対
象
年
代
中
の
日
食
件
数
は
、
非
食
も
含
め
て
四
七
一
件
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
実
際
に
観
測
地
で
起
こ
っ
た
日
食
(
以

の
件
数
は
一
三
二
件
で
あ
る
。
期
間
誌
一
六
二
九
年
間
で
あ
る
か
ら
、
約
一
二
年
に
一
回
日
食
が
見
え
た
と
い
う
計
算
に

下
、
当
食
と
記
す
)

な
る
。

日
食
記
事
の
半
数
以
上
は
非
食
、
不
食
、
夜
百
食
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
月
食
の
誤
入
で
あ
り
、
実
欝
に
は
観
測
で
き
な
い
も
の
で

一
方
、
表
A
で
み
る
よ
う
に

g
食
に
つ
い
て
記
し
た
記
事
は
、
延
べ
一
二
四
二
件
あ
る
ο

そ
の
う
ち
四
分
の
三
は
コ
メ
ン
ト
(
白
金

に
対
す
る
占
い
の
結
果
や
奥
帝
・
官
僚
の
と
っ
た
対
蕗
策
。
以
下
、
本
稿
で
コ
メ
ン
ト
と
記
す
も
の
は
こ
れ
心
開
じ
)
が
つ
か
ず
、
年
月
日
と

方
角
、
場
合
に
よ
っ
て
は
食
分
、
そ
し
て
「
日
、
之
を
食
す
る
こ
と
有
り
〈
日
有
食
之
ど
と
い
う
記
述
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
コ

メ
ン
ト
が
つ
い
て
い
る
の
は
二
九
O
件
で
、
全
体
の
お
よ
そ
二
三
二
二
%
を
出
め
る
。
食
分
が
大
き
け
れ
ば
コ
メ
ン
ト
が
付
き
易
い
と
い
う
こ
と

あ
っ
た
。

は
な
く
、
食
分
と
コ
メ
ン
ト
の
聞
に
相
関
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。

史
書
毎
に
見
た
と
き
、
コ
メ
ン
ト
付
き
記
事
の
割
合
が
多
い
頬
に
挙
げ
る
と
、
「
春
秋
左
氏
諒
』
(
信
)
七

0
・
0
%
、
「
後
漢
書
」
五
行
志
五

九
・
七
%
、
薄
明
書
匂
五
行
志
去
五
・
四
%
、
「
紬
明
書
同
天
象
志
五
O
'
八
%
、
「
著
書
』
天
文
志
三
八
・
八
%
、
「
新
唐
書
』
天
文
志
三
七
・
O
%
と
な

る
。
本
紀
よ
り
も
志
に
多
く
、
お
お
よ
そ
時
代
が
下
る
に
つ
れ
減
少
し
て
い
る
と
い
、
え
る
。

コ
メ
ン
ト
付
き
の
記
事
が
多
い
の
は
、
後
漢
四
二
・
五
%
、
春
秋
三
四
・
O
%
、
で
、
こ
の
ニ
例
で
は
後
代
の
方
が
多
い

時
代
毎
に
見
る
と
、

が
、
や
は
り
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
減
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
各
史
書
に
お
い
て
目
立
つ
特
撮
が
二
点
あ
る
。
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ま
ず
『
宋
書
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
宋
書
』
五
行
志
は
記
事
内
容
が
三
園
、
晋
、
劉
宋
の
三
つ
の
時
代
に
わ
た
っ
て
い
る
。
三
国
時
代
で
は
、

同
じ
く
そ
の
時
代
の
記
事
を
載
せ
る
『
三
国
志
』
貌
書
、
『
晋
書
』
五
行
志
と
比
較
し
て
も
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
い
る
割
合
が
多
い
。
ま
た
、
晋

代
も
三
分
の
一
の
記
事
に
コ
メ
ン
ト
が
付
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
劉
宋
に
入
る
と
コ
メ
ン
ト
の
付
い
た
記
事
が
一
例
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

『
宋
書
』
本
紀
も
日
食
記
事
に
コ
メ
ン
ト
が
付
い
て
い
る
も
の
は
な
い
。
同
じ
史
書
の
中
で
あ
り
な
が
ら
、
時
代
に
よ
っ
て
記
事
の
傾
向
が
変

わ
る
と
い
、
つ
こ
と
は
、

こ
の
史
書
が
対
象
と
し
た
期
間
内
で
、
日
食
や
天
体
現
象
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
た
こ
と
の
表
れ
、
と
捉
え
ら
れ
る

コ
メ
ン
ト
付
き
記
事
は
劉
宋
以
降
再
び
現
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
永
続
的
な
変
化
だ
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、

の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、

少
な
く
と
も
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
事
実
と
し
て
の
天
文
現
象
の
み
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
コ
メ
ン
ト
の
有
無
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
南
北
朝
期
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
日
食
記
事
を
北
朝
の
正
史
と
南
朝
の
正

史
に
分
け
て
見
た
と
き
、
延
べ
件
数
は
北
朝
一
五
九
件
、
南
朝
八
一
件
と
、
北
朝
が
南
朝
の
倍
近
く
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
北
貌
一
代
だ
け
で
か
な

り
の
数
に
な
る
が
、
北
周
も
南
朝
の
国
々
と
比
べ
れ
ば
多
い
。
長
谷
部
英
一
氏
は
、
南
朝
で
は
漢
民
族
に
よ
る
正
統
な
国
家
で
あ
る
と
い
う
意

識
が
強
く
あ
っ
た
た
め
に
暦
の
改
正
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
北
方
異
民
族
の
国
で
あ
る
北
朝
で
は
東
晋
の
流
れ
を
汲
む
南
朝
に
対
す
る
必

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
日
食
記
事
の
記
載
件
数
の
差
は
暦
の
作

要
上
、
自
国
の
正
統
性
を
示
す
た
め
に
暦
の
作
成
を
重
視
し
た
、

成
に
対
す
る
態
度
の
差
か
ら
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
暦
の
作
成
は
天
文
観
測
に
よ
っ
て
デ
!
タ
を
得
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
中
で
も
日

食
は
太
陰
太
陽
暦
で
は
必
ず
月
の
一
日
に
起
こ
る
た
め
、
暦
と
実
際
と
の
ず
れ
を
知
る
重
要
な
現
象
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
食
記
事

か
ら
、
国
の
立
場
の
違
い
が
読
み
と
れ
る
例
だ
と
い
え
る
。

第
2
節

実
際
に
観
測
で
き
な
い
日
食
の
記
事
に
つ
い
て

附
表

1
の
記
事
を
、
実
際
に
起
こ
っ
た
日
食
の
場
合
と
、
非
食
な
ど
で
観
測
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
記
事
と
し
て
残
っ
て
い
る
日

食
の
場
合
と
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
メ
ン
ト
付
き
の
記
事
の
割
合
を
示
す
と
、
次
の
表
B
に
な
る
。
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課g 議食・非食捌コメント記事の翻合

全体 ~食 非食・不余 金 。中グ〉

総数 O 。/。 総数 O % 

春我公卒採 35 31 8.6 32 31 9.4 
穀梁伝 34 21 5.9 31 21 6.5 

1i氏伝・経 37 31 8.1 34 31 8.8 
宏氏伝・怯 10 7170.0 10 7170.0 

史記 7 1114.3 8 1116.7 
漢書五行志 92 51 55.4 73 45 61.6 

本紀 50 12 24.0 3告 12 30.8 
後漢書五行志 72 43 59.7 60 39 65.0 

本紀 74 19 25.7 62 17 27.4 
ニ国志、親書 11 11 9.1 10 1110.0 
警警天文主主 80 31 38.8 50 22 44.0 

;本紀 60 8113.3 37 5113.5 
!家警五行悲 84 18 21.4 61 12 1吉.7

本紀 15 。。 11 。。
襲警天象志、 61 31 50.8 41 19 46.3 
期斉書天文志 5 。。 4 。。
梁警本紀 5 1120.0 4 1125.0 
蝶番本紀 5 1120.0 3 01 0 
北斉書本紀 2 1150.0 2 1150.0 
題 番 本 紀 22 11 4.5 7 01 0 
鰭 議 天 文 志 16 4125.0 G 3150.0 

本紀 8 01 0 3 会 8

南史 34 31 8.8 21 11 4.8 
北史 81 11 1.2 45 11 2.2 
!日清書天文志 90 お 8.9 65 7110.8 

本紀 65 21 3.1 45 11 2.2 
新橋書天文志 92 33 35.9 66 20 29.4 

本紀 90 31 3.3 64 21 3.1 

凡例

全体:各史書記掲載されている記事数

当食:実際に組こった日食の記事数

総数 三ド 不

3 21 1 
3 21 1 
3 21 1 。
1 11 0 
19 17 2 
11 10 1 
12 61 6 
12 61 6 
1 11 0 
30 13 1吾

23 9113 
23 10 13 
4 01 4 
20 5115 
l 。l

1 01 1 
2 01 2 
告

15 0115 
10 0110 
5 01 5 
13 2111 
36 3133 
25 2120 
20 0118 
26 2124 
26 2124 

非武・不食:実襟には観舗できなかった 5食の記事数

的中 非食割
月食 O 克 率(%)合(%)

01 0 91.4 a 。。 91.1 。
01 0 91.9 。。。 100.0 。
01 0 85.7 8 
6131.6 79.3 9.8 。。 78.0 。
4133.3 83.3 9.3 
2116.7 83.8 10.5 。。 90.9 。

1 9130.0 詰2.5 29.0 
1 3113.0 61. 7 37.5 

6126.1 72.6 33.3 。。 73.3 。
12 60.0 67.2 38.7 
01 0 80.0 。
01 0 80様。 Q 

15 G 60.0 Q 

01 0 100.0 告

11 6‘7 31.8 1合0.0
1110.0 37.5 25.0 
01 0 37.5 9 
2115.4 61ι 66.7 
G告 55.6 a 

3 11 4.0 72輸2 12.5 
2 11 5.0 69.2 50.0 

13 50.0 71愉7 38.2 
11 3.8 71.1 33.3 

一一

非食地球上のどこにも日食が起こらなかったにもかかわらず，記事がある場合

不食不金と夜説全の?需方を含む。地球上のどこかでiまg食が越こっているが，観樹

地点では観測できなかった場合

月食 自金記事が誤って進入している場合

総数:それぞれの場合における日食記事の数

0:それぞhの場合におけるコメント付き記事の数

%:それぞれの場合におけるコメント付き記事の割合

食的中率:日食記事のうち実捺む起こった呂食の割合

0中の非食割合:コメント付き記事のうち，実際に見えなかった臼食(非食・不食・夜日

食)の占める割合。(壌入した丹食記事でコメントの付いているも吟誌無い)
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日
食
記
事
の
中
に
は
、
観
測
地
で
は
見
え
な
か
っ
た
は
ず
の
日
食
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
も
の
が
多
い
。
同
じ
「
見
え
な
い
場
合
」
で
あ
っ

ま
っ
た
く
の
誤
算
に
基
づ
く
非
食
の
場
合
が
あ
る
。
こ
の
と
き
、
地
球
上
の
ど

て
も
、

そ
の
原
因
に
よ
っ
て
何
通
り
か
に
分
か
れ
る
。
ま
ず
、

こ
に
も
日
食
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
他
に
、
夜
日
食
と
不
食
の
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
地
球
上
の
あ
る
地
点
で
は
日
食
が
起
こ
っ
て
い
る

が
、
夜
日
食
で
は
観
測
地
が
夜
に
当
た
る
た
め
、
不
食
で
は
月
の
影
の
落
ち
る
地
点
が
観
測
地
よ
り
南
北
方
向
に
ず
れ
て
し
ま
う
た
め
に
、
観

測
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
、
実
際
に
観
測
で
き
な
い
日
食
の
記
事
(
以
下
、
非
食
・
不
食
記
事
と
記
す
。
)

は
古
い
時
代
の
方
が
少
な
く
、
三
国
時
代
以
降
は

そ
れ
以
前
よ
り
も
多
い
割
合
を
保
っ
て
い
る
。

サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
『
南
斉
書
』
『
梁
書
』
『
陳
書
』
『
北
斉
書
』
は
考
慮
か
ら
外
す
と
し
て
も
、

北
朝
の
北
貌
、
北
周
、
陪
で
は
半
数
を
超
え
、
そ
の
ほ
か
も
晋
以
降
は
三
割
前
後
で
あ
る
。

こ
う
し
た
非
食
・
不
食
記
事
が
生
じ
る
原
因
と
し
て
は
、
当
時
の
天
文
観
測
技
術
で
は
精
度
に
限
界
が
あ
り
、
日
食
の
予
測
は
困
難
で
的
中

率
も
高
く
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
記
録
の
中
に
非
食
・
不
食
記
事
が
あ
る
の
は
、
食
予
報
と
し
て
計
算
で
求
め
た
日
食
が
本
当
に
起

こ
っ
た
か
否
か
を
検
討
せ
ず
に
、

そ
の
ま
ま
記
事
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
と
言
え
よ
う
。

実
際
に
見
え
な
か
っ
た
日
食
の
中
で
も
、
非
食
の
場
合
と
不
食
の
場
合
と
の
割
合
が
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
。
最
初
は
多
か
っ
た
非
食
が

時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
減
少
し
て
ゆ
き
、
不
食
や
夜
日
食
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
誤
算
で
も
間
違
い
の
幅
が
大
き
け
れ
ば

非
食
に
な
り
、
小
さ
い
場
合
が
不
食
や
夜
日
食
に
な
る
と
考
え
る
と
、
食
予
報
の
計
算
の
精
度
は
時
代
を
お
っ
て
上
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

一
方
、
最
初
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

日
食
の
的
中
率
は
三
国
時
代
ま
で
は
概
ね
八

O
%以
上
と
高
く
、
以
後
は
時
代
が
下
っ
て
も
そ
れ
よ
り
下

で
せ
い
ぜ
い
七

O
%で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
、
春
秋
か
ら
漢
代
、
三
国
時
代
ま
で
は
日
食

記
事
は
実
際
に
観
測
し
た
う
え
で
書
か
れ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
日
食
記
事
の
的
中
率
も
高
い
。
そ
の
う
ち
、
食
予
報
の
技
術
が
確
立
さ
れ
て
行

き
、
予
報
に
基
づ
い
た
記
述
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
最
初
の
う
ち
は
計
算
の
精
度
が
低
く
、
大
き
く
外
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
し
だ
い
に

精
度
が
上
昇
し
て
誤
差
も
小
さ
く
な
る
。

だ
が
、
唐
ま
で
の
間
に
は
予
報
を
完
全
に
的
中
き
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
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先
に
示
し
た
よ
う
な
金
分
と
コ
メ
ン
ト
付
き
記
事
の
間
に
栢
関
関
係
が
な
い
こ
と
も
説
明
が
つ
く
。

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
日
食
記
事
は
、
実
際
の
観
測
で
は

な
く
、
食
予
報
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
た
、

第
二
章

日
食
の
と
ら
え
方
(
一
)

思
想
的
な
観
点
か
ら

日
食
記
事
の
内
容
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、

日
食
の
起
こ
っ
た
日
時
や
方
角
を
も
と
に
占
星
術
的
な
記
述
が
な
さ
れ

て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
の
誌
と
ん
ど
は
天
文
志
、
五
行
志
、
天
象
志
に
集
中
し
て
い
る
。
第
二
に
は
大
教
や
人
材
登
用
、
自
食
時

に
お
け
る
議
札
、
官
吏
の
免
官
な
ど
、

E
食
を
受
け
て
の
具
体
的
な
対
応
策
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
史
書
の
本
紀
を
中
心
に
礼
儀
志
、

列
伝
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
占
星
術
的
記
述
に
つ
い
て
児
て
行
く
。

第
1
節

日
食
記
事
の
背
景
と
な
る
思
想
に
つ
い
て

日
食
が
人
々
に
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
と
き
、

そ
の
背
景
に
あ
っ
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
考
え
方
が
い
く
つ
か

あ
る
。ま

ず
災
異
説
で
あ
る
が
、
中
国
人
は
、
毎
日
の
太
陽
・
墨
の
運
行
や
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て
、
自
然
が
一
定
の
法
則
に
従
っ
て
運
行

し
て
い
る
こ
と
に
早
く
か
ら
気
づ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
法
則
を
完
全
に
招
提
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
周
易
』
繋
辞
訟
に
「
陰
陽
不
測
、
之
を
神
と
謂
ふ
」
と
あ
り
、
孔
穎
逮
の
疏
に
は
「
天
下
万
物
、
皆
陰
陽
に
出
り
、
戒
い
は
生
じ
成
い
は
成

る
。
本
よ
号
其
の
由
る
所
の
理
、
減
量
す
べ
か
ら
ず
。
之
を
神
と
謂
ふ
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
う
か
が
え
る
。
あ
る
程
度
は
っ

き
り
し
た
規
則
性
は
把
握
し
て
暦
な
ど
を
作
っ
て
い
た
が
、
す
べ
て
で
は
な
く
、
自
分
達
に
理
解
不
能
な
も
の
辻
不
可
解
な
ま
ま
、
そ
う
い
、
フ

も
の
だ
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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表C 史書のコメントっき記事の内訳

史 書 名 記事総数 コメント

付記事
占 星 術 的 記 述 対 応 策

1 春秋公羊伝 35 3 。 3 

2 春秋穀梁伝 35 3 。 3 

3 春秋左氏伝・経 37 3 。 3 

4 春秋左氏伝・伝 10 7 4 3 

5 漢書五行志(春秋) 37 37 37 。
6 史記本紀 8 2 1 1 

7 漢書五行志(前漢) 55 14 14 。
8 漢書本紀 50 12 。 12 

9 後漢書五行志 72 43 43 。
10 後漢書本紀 74 19 。 19 

11 二国志貌書 11 1 。 1 

12 晋書天文志 80 31 29 2 

13 晋書本紀 60 8 。 8 

14 宋書五行志 84 18 15 3 

15 貌書天象志 61 31 31 。
16 梁書 5 1 。 1 

17 陳書 5 1 。 1 

18 北斉書 2 1 1 。
19 周書 22 1 。 1 

20 惰書天文志 16 4 4 。
21 南史 34 3 。 3 

23 北史 81 1 。 1 

22 旧唐書天文志 90 8 2 6 

23 旧唐書本紀 65 2 1 1 

24 新唐書天文志 92 33 33 。
25 新唐書本紀 90 3 。 3 

290 215 75 
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そ
し
て
、
入
試
そ
の
「
不
可
解
な
も
の
」
に
人
知
を
越
え
た
存
在
、
「
天
」
の
意
志
を
感
じ
始
め
た
よ
う
だ
。
『
礼
記
』
昏
義
で
日
食
を
天
の

斡
め
と
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
現
れ
と

そ
の
思
想
を
災
異
説
と
し
て
集
大
成
し
た
の
が
、
輩
仲
併
で
あ
っ
た
。
後
の
思
想
は

葉
仲
野
伝
に
み
え
る
、
武
帝
へ
の
上
奏
の
中

に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

臣
、
謹
ん
で
春
款
の
中
を
案
じ
、
誌
の
世
の
己
に
行
は
れ
し
事
を
視
て
、
以
て
天
人
相
輿
の
際
を
観
ず
る
に
、
其
れ
畏
る
べ
き
な
り
。
患

家
将
に
道
を
失
ふ
の
敗
あ
ら
ん
と
す
る
や
、
天
乃
ち
売
ず
災
害
を
出
し
以
て
之
を
謹
告
す
。
岳
ら
省
み
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
又
怪
異
を
出

し
て
以
て
之
を
欝
協
す
。
尚
変
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
傷
欺
乃
ち
至
る
。
此
れ
を
以
て
天
心
の
人
君
を
仁
愛
し
其
の
乱
を
止
め
ん
と
欲
す
る
を

見
は
せ
り
。

す
な
わ
ち
、
患
家
に
何
か
失
敗
が
生
じ
よ
う
と
す
る
と
、

天
は
ま
ず
災
害
を
起
こ
し
て
謎
告
し
、
そ
れ
で
反
省
し
な
け
れ
ば
佳
典
を
も
っ
て

警
告
す
る
。
そ
れ
で
も
更
に
気
づ
か
な
い
と
き
、
破
滅
に
至
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
ま
、
つ
な
災
害
や
笹
異
を
総
稔
し
て
災
異
と
君
、
フ
。
こ

の
思
想
は
裂
向
、
劉
款
父
子
に
引
き
つ
が
れ
、
後
漢
で
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
『
白
虎
通
』
災
異
篇
冒
頭
に
は
、
災
異
に
つ
い
て
の

時
の
去
式
な
解
釈
と
も
ヨ
一
口
う
べ
き
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

天
の
災
変
有
る
所
以
は
何
ぞ
や
。
人
君
に
識
告
し
、
其
の
行
ひ
を
覚
、
ぇ
情
ら
せ
、
過
を
悔
や
み
徳
を
惨
め
し
め
、
恩
恵
を
深
く
せ
し
め
ん

と
欲
す
る
所
以
な
り
。

つ
ま
り
、
災
異
思
懇
で
は
、
天
と
人
と
の
関
に
は
災
異
を
仲
介
と
し
た
相
関
関
係
が
存
在
し
て
い
る
と
し
、
君
、
五
は
災
胞
内
を
も
っ
て
天
の
替

告
す
る
所
を
悟
り
、
改
め
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
呂
食
も
ま
た
、

天
の
戒
め
で
あ
る
災
異
の
中
の
一
種
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。次

に
分
野
説
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

天
を
い
く
つ
か
の
地
域
に
分
け
、
こ
れ
を
地
上
の
あ
る
地
域
に
配
当
し
、
も
っ
て
天
上
の
現
象
に
よ
っ
て

相
応
ず
る
地
域
じ
お
け
る
古
凶
を
判
断
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
也
分
の
仕
方
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
木
星
の
動
き
に
よ
っ
て
天
の
赤
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道
を
一
二
等
分
し
た
一
二
次
を
基
準
に
、
地
上
の
一
二
の
分
野
に
配
当
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
二
次
を
さ
ら
に
二
十
八
宿
な
ど

に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
時
代
に
よ
っ
て
地
域
の
配
当
は
異
な
り
、
『
准
南
子
』
天
文
訓
や
『
史
記
』
天
官
書
、
『
漢
書
』
地
理
志
、
『
亜
日
書
』
天
文

=と
Jlニ品、

ま lこ
た具

体
豆的
実な
と区
N 分
ztが
う工書
記か

れ
秦 て
グ〉‘
書 ド

る物
で

日
食
に
対
す
る
考
え
方
が
う
か
が
え
る
も
の
に
『
詩
経
』
、
「
管
子
』
、

『
礼
記
』
が
あ
る
。

で
は
小
雅
・
十
月
之
交
の
部
分
に

日
之
を
食
す
る
こ
と
有
り
、
亦
孔
(
は
な
は
)

:
・
日
月
凶
を
告
げ
、
其
の
行
を
用
ひ
ず
。

『
詩
経
』

だ
之
れ
醜
(
あ
)
し

:
・
此
日
に
し
て
食
す
、
何
に
お
い
て
戚
(
よ
)
か
ら
ざ
る
。

日
食
が
凶
事
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
災
異
説
と
し
て
成
立
す
る
の
は
先
に
も
言
っ
た

天
文
現
象
が
地
上
に
対
す
る
戒
め
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
管
子
』

と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、

よ
う
に
漢
代
で
あ
る
が
、

四
時
で
は
、

日
は
陽
を
掌
り
、
月
は
陰
を
掌
り
、
星
は
和
を
掌
る
。
陽
を
徳
と
為
し
、
陰
を
刑
と
為
し
、
和
を
事
と
為
す
。
是
の
故
に
、

日
食
す
れ
ば
、

則
ち
徳
を
失
ふ
の
国
之
を
悪
む
。

と
あ
る
。
徳
と
は
恩
賞
を
指
す
。
日
が
恩
賞
関
係
を
掌
っ
て
い
る
た
め
、
思
賞
の
実
施
で
失
敗
し
て
い
る
国
は
、

か
と
忌
み
嫌
う
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
ま
た
『
札
記
』
昏
義
で
は
先
に
、

日
食
が
悪
い
前
兆
で
は
な
い

天
子
が
天
下
の
治
・
男
子
の
教
え
・
陽
道
を
、
后
が
家
内
・
婦
人
の

従
順
の
徳
・
陰
徳
を
治
め
る
、
と
述
べ
た
後
で

是
の
故
に
男
教
修
ま
ら
ず
、
陽
事
得
ぎ
る
と
き
は
、
適
(
せ
め
)
天
に
見
は
れ
、

ち
天
子
素
服
し
て
、
六
官
の
職
を
修
め
、
天
下
の
陽
事
を
蕩
す
。

日
之
が
為
に
食
す

0

・
:
是
の
故
に
日
食
す
る
と
き
は
則

と
記
す
。
六
官
と
は
、

日
と
天
子
と
を
結
び
付
け
、

天
地
四
時
の
官
の
こ
と
。

日
食
は
天
子
に
対
す
る
天
の
笹
め
で
あ
る
、

と
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

日
食
を
凶
事
と
関
連
づ
け
る
考
え
方
が
、
漢
以
前
に
既
に
成
立
し
て
い
た
と
言
え
る
。

第
2
節

『
春
秋
』
及
び
正
史
に
お
け
る
占
星
術
的
記
述

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
『
春
秋
』
及
び
正
史
に
お
け
る
5
食
記
事
の
占
星
術
的
な
記
述
の
内
容
を
見
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。
占
星
術
的
記

述
と
は
、
日
食
に
対
し
て
具
棒
的
に
取
ら
れ
た
対
応
策
の
記
事
と
の
対
比
上
、
仮
に
つ
け
た
呼
ぴ
方
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ

ら
の
記
述
は
天
文
志
や
五
行
志
に
あ
る
。
記
事
の
構
成
は
、
ま
ず
日
食
の
方
柱
、
吾
時
な
ど
か
ら
、
そ
の
自
食
が
ど
の
よ
う
な
出
来
事
の
前
兆

も
し
く
は
象
徴
で
あ
る
か
を
判
断
し
、
更
に
日
食
に
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
実
際
の
出
来
事
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
記
す
、
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
種
の
記
事
の
場
合
、
臼
食
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
出
来
事
へ
の
対
応
策
が
共
に
一
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、

事
実
が
一
部
す
内
容
を
述
べ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。

記
事
数
辻
一
二
五
件
で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト
付
き
記
事
は
全
部
で
二
九

O
件
あ
る
か
ら
、

日
食
記
事
で
科
学
的
事
実
以
外
に
記
述
が
な
さ
れ
た

日
食
記
事
自
体
は
全
部
で
一
二
四
二
件
で
あ
る

場
合
、

か
ら
、

そ
の
七
割
以
上
は
占
星
術
的
な
意
味
を
付
加
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、

お
お
よ
そ
六
件
に
一
件
は

B
食
に
対
応
す
る
現
実
世
界
の
出
来
事
が
記
述
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

記
事
は
春
秋
か
ら
尉
ま
で
ど
の
時
代
に
も
分
布
し
て
い
る
が
、
特
に
記
述
の
件
数
が
多
い
の
は
「
漢
書
」
『
後
漢
書
』
「
晋
書
』
「
貌
書
」
『
薪

唐
書
」
で
あ
り
、
ま
た
、
件
数
は
少
な
い
も
の
の
一
件
に
つ
い
て
の
記
述
が
詳
細
な
の
は
「
恭
秋
友
氏
怯
』
の
鉱
の
部
分
で
あ
る
。
以
下
、
こ

れ
ら
の
史
書
の
記
述
の
特
徴
に
つ
い
て
時
代
順
に
み
て
み
よ
う
。

φ
吋
春
秋
友
氏
伝
」
紙
文

『
春
秋
左
武
伝
』
に
は
占
星
術
的
な
解
釈
を
加
え
た
記
事
が
四
件
あ
る
。
こ
れ
ら
誌
皆
、
春
秋
後
期
、
昭
公
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
。
形
式

と
し
て
は
君
主
の
下
聞
に
囲
下
が
答
、
λ
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
て
文
章
が
長
い
。
分
野
説
を
用
い
て
解
釈
を
下
し
て
い
た
〈
料
、
そ
の
解
釈
を
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戦
乱
の
前
知
や
、
君
主
や
臣
下
の
死
亡
の
前
一
弘
、

天
災
(
水
害
)

(ロ)

の
前
兆
と
す
る
な
ど
、
後
世
の
記
事
の
典
型
と
な
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

②
『
漢
書
』
五
行
志

『
漢
書
』
五
行
志
で
は
、
春
秋
と
前
漢
に
起
こ
っ
た
日
食
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

春
秋
期
の
日
食
に
つ
い
て
は
、
『
春
秋
』

の
三
七
例
す
べ
て
に
董
仲
針
、
劉
向
、
劉
散
ら
の
言
を
並
列
し
て
記
し
て
い
る
。
『
春
秋
』
本
文
中

に
占
星
術
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
日
食
は
も
ち
ろ
ん
、
「
日
之
を
食
す
る
こ
と
有
り
」
と
あ
る
だ
け
で
何
の
解
釈
を
加
え
て
い
な
い
日
食
に

つ
い
て
ま
で
も
で
あ
る
。
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
ひ
と
つ
前
の
時
代
の
災
異
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
う
や
っ
て
過
去
の
事
実
を
説
明

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
現
在
に
起
こ
る
災
異
の
解
釈
を
確
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
身
が
信
じ
、
唱
導
し
て
い
る
災
異
説
に
説

得
力
を
も
た
せ
、
広
く
浸
透
さ
せ
る
一
環
と
し
て
の
説
明
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
春
秋
時
代
は
国
が
乱
立
し
て
様
々
な
事
件
の
多
い
時
期
で

あ
っ
た
。
そ
の
故
も
あ
ろ
う
が
、
一
つ
の
日
食
に
対
し
て
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
た
出
来
事
(
以
下
、
関
連
事
件
と
記
す
)
が
大
変

に
多
い
の
も
、
こ
こ
の
記
事
の
特
徴
で
あ
る
。
日
食
の
前
後
両
方
に
何
ら
か
の
事
件
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
事
件
の

君
主
の
試
殺
と
戦
乱
が
中
心
で
あ
る
。

内
容
は
、

し
か
し
対
象
が
前
漢
の
時
期
の
日
食
に
な
る
と
、
全
て
の
例
に
意
味
付
け
が
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
解
釈
が
加
え
ら
れ
る
の
は
五
行
志

に
記
さ
れ
た
日
食
記
事
の
四
分
の
一
程
度
に
な
る
。
そ
こ
で
は
董
仲
箭
の
言
と
記
さ
れ
る
記
事
は
な
く
、
劉
向
の
他
に
、
京
一
房
の

記
述
を
用
い
る
な
ど
し
て
谷
永
や
杜
欽
が
解
釈
を
し
た
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
易
伝
』

③
『
後
漢
書
(
統
漢
書
)
』
五
行
志

こ
こ
で
は
そ
れ
以
前
の
も
の
と
比
べ
て
、

日
食
の
起
こ
っ
た
時
に
太
陽
の
あ
っ
た
星
宿
か
ら
象
徴
さ
れ
る
も
の
や
配
当
さ
れ
る
分
野
を
も
と

に
解
釈
を
導
く
記
事
が
多
く
な
る
。
例
え
ば
、
章
帝
の
建
初
六
年
の
記
事
と
し
て
、

グ〉
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六
年
六
月
辛
未
培
、

日
之
を
食
す
る
こ
と
有
り
。
翼
の
六
度
に
在
り
。
翼
は
遠
客
を
、
王
る
。
冬
、
東
平
王
蒼
等
来
朝
す
。
明
年
正
月
、
蒼

費
ず
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
で
は
、
翼
と
い
う
星
術
が
遠
方
よ
り
の
容
を
象
徴
す
る
と
述
べ
た
後
、
東
平
支
・
劉
蒼
の
来
朝
と
彼
の
死
を
日
食
の
応
と

し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
星
宿
の
象
徴
す
る
も
の
自
体
に
は
惑
い
意
味
が
な
く
と
も
、
起
こ
る
出
来
事
は
組
事
な
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
分
野
が
配
当
さ
れ
る
場
合
も
同
じ
で
、

そ
の
分
野
に
当
た
る
地
域
に
戦
乱
が
起
こ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
形
と
な
っ
て
い
る
。

小
官
吋
背
番
」
天
文
忘

こ
の
時
代
に
な
る
と
、
関
連
事
件
の
内
容
が
戦
乱
、
皇
族
の
死
亡
の
い
ず
れ
か
に
固
定
さ
れ
て
く
る
。
「
晋
書
』
天
文
志
に
は
日
食
に
加
え
ら

れ
た
出
展
術
的
な
解
釈
が
二
一
例
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
戦
乱
が
九
(
一
昨
皇
族
の
死
亡
が
一
二
例
(
う
ち
皇
帝
崩
御
は
九
一
慨
)
を
占
め
る
。
そ
れ

以
外
も
皇
帝
廃
(
借
や
皇
帝
の
病
対
な
ど
、
皐
帝
の
間
一
帯
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
喜
重
及
、
び
次
の
案
審
」
五
行
志
の
特
徴
と
し
て
、

他
の
時
代
は
日
食
一
一
件
に
対
し
て
関
連
事
件
も
一
件
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
で
は
複
数
の

E
食
が
一
つ
の
出
来
事
の
前
兆
も
し
く
は
応
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

⑤
『
紬
腕
書
』
天
象
事

謀
置
に
な
る
と
、
記
一
帯
内
容
の
摺
定
化
は
さ
ら
に
進
む
。
飢
銀
、
と
回
一
上
昇
礁
の
ニ
一
慨
を
除
け
ば
、
そ
の
ほ
か
の
二
九
剣
は
、
戦
乱
も
し

く
は
皇
帝
・
臣
下
の
死
亡
記
事
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
死
亡
に
誌
自
然
死
と
殺
害
さ
れ
た
場
合
の
ニ
通
り
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
内
容
は
前
の
持

代
の
頬
向
を
踏
襲
し
た
形
だ
が
、
異
な
る
点
も
あ
る
。
一
つ
は
記
事
の
形
式
で
あ
る
。
『
競
書
」
で
は
記
事
に
日
食
の
起
こ
っ
た
方
位
や
占
い
の

根
拠
を
記
さ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
野
説
が
用
い
ら
れ
て
い
た
か
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
、
『
貌
書
』

で
は
自
食
か
ら
関
連
事
件
ま
で
の
掲
の
期
間
が
そ
の
前
の
時
期
の
史
書
に
比
べ
て
長
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
鰐
え
ば
、
日
食
と
関
連
事
件
と
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の
期
間
が
記
事
か
ら
分
か
る
も
の
の
う
ち
、
一
年
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
ケ

l
ス
は
、
豆
日
書
」
で
は
九
件
中
二
件
で
あ
る
の
に
対
し
、

で
は
二
三
件
中
一

O
件
を
占
め
る
。
な
か
に
は
、
あ
る
日
食
と
そ
の
関
連
事
件
が
起
こ
る
ま
で
の
聞
に
別
の
日
食
が
存
在
し
て
い
る

(
問
)

こ
と
さ
え
あ
る
。
通
常
、
日
食
か
ら
の
期
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
出
来
事
と
日
食
と
の
関
連
性
は
弱
ま
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
、
期
間

が
長
く
と
も
関
連
あ
り
と
し
て
記
事
を
載
せ
て
い
る
北
魂
で
は
、
災
異
思
想
が
成
立
し
た
時
代
で
あ
る
漢
代
の
よ
う
に
、
日
食
と
関
連
事
件
の

『
貌
書
』

つ
な
が
り
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
漢
、
北
貌
と
も
、
日
食
記
事
の
う
ち
コ
メ
ン
ト
付
き
記
事
が
半
数
以
上
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
も
い
え
る
。
こ
の
点
も
ま
た
、
先
に
南
北
朝
の
記
事
数
を
比
較
し
た
時
に
触
れ
た
よ
う
に
、
北
貌
が
北
方
異
民
族
の
国
で
あ
り
、
彼

ら
が
大
多
数
を
占
め
る
漢
民
族
の
支
配
統
治
の
た
め
に
漢
制
を
取
り
入
れ
て
行
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
『
新
唐
書
』
天
文
志

ほ
カ込

『
新
唐
書
』
に
な
る
と
、

そ
れ
ま
で
の
記
事
と
大
き
く
異
な
る
。

日
食
の
方
位
な
ど
か
ら
い
か
な
る
こ
と
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
る
か
は
記
し
て

も
、
実
際
の
関
連
事
件
を
一
切
記
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
占
星
術
的
記
述
あ
り
と
さ
れ
る
記
事
の
数
は
多
く
て
も
、

内
容
は
大
変
簡
潔
で
、

七
月
甲
子
朔
、

日
之
を
食
す
る
こ
と
有
り
。
張
の
一
四
度
に
在
り
。
占
う
に
礼
失
は
る
と
為
す
。

(
太
宗

貞
観
四
年
)

と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
。

日
食
に
対
す
る
占
星
術
的
な
捉
え
方
が
ま
っ
た
く
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
簡
潔
と
は

い
え
、
右
の
よ
う
に
占
い
の
内
容
を
載
せ
て
い
る
点
か
ら
も
い
え
る
が
、
『
唐
会
要
』
の
記
述
に
み
え
る
、
憲
宗
の
元
和
三
年
七
月
三
日
、
日
食

が
あ
っ
た
二
日
後
の
記
事
か
ら
も
う
か
が
、
仁
川
γ
皇
帝
が
日
食
の
起
こ
る
理
由
を
下
問
し
た
の
に
対
し
て
、
宰
相
の
李
吉
甫
は
、
ま
ず
太
陽
と

し
か
し
唐
に
お
い
て
、

月
の
周
期
に
つ
い
て
触
れ
、

日
食
は
太
陽
と
月
の
軌
道
が
重
な
っ
た
と
き
に
起
こ
る
と
述
べ
た
後
で
、

自
然
常
数
以
て
推
歩
す
べ
き
と
雄
も
、
然
る
に
日
は
陽
の
精
、
人
君
の
象
為
り
。
若
し
君
の
行
ひ
に
緩
急
あ
ら
ば
、

即
ち
日
の
遅
速
と
為
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る
。
精
く
常
制
を
遜
え
れ
ば
、
月
の
掩
ふ
所
と
為
り
、
即
ち
陰
、
陽
を
侵
す
。
亦
猶
ほ
人
君
の
行
ひ
或
ひ
は
中
を
失
ひ
、
応
感
致
す
所
の

ご
と
し
。

て
も
、

天
体
運
動
の
規
則
的
性
が
あ
る
穂
度
解
明
さ
れ
た
こ
の
時
期
で
あ
っ

天
行
が
君
主
の
行
い
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
夫
人
感
応
の
思
想
が
い
ま
だ
人
々
の
意
識
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

と
述
べ
て
お
り
、

こ
の
後
に
は
「
札
記
』
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

る
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
の
調
査
対
象
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
「
宋
史
』
天
文
志
で
の

B
食
の
扱
い
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。
関
連
事
件
へ

の
言
及
が
な
く
な
っ
た
「
新
憲
書
』
の
後
、
『
宋
史
』
天
文
志
に
至
っ
て
は
占
星
術
的
な
記
述
一
切
が
書
か
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
全

部
で
一
二
八
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
白
金
の
年
月
日
、
雲
に
隠
れ
て
見
え
な
か
っ
た
と
き
に
は
そ
の
旨
(
こ
れ
も
そ
れ
ま
で
の
天
文
志
の

記
事
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
て
あ
と
は
番
か
れ
た
と
し
て
も
日
食
の
恕
こ
っ
た
方
位
ま
で
で
、
そ
の
配
当
さ
れ
る
分
野
や
、
も
つ
意
味
詰

ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
流
展
や
雄
一
怒
一
(
雄
一
一
事
〉
に
つ
い
て
は
兵
火
や
大
水
な
ど
の
前
兆
で
あ
る
と
い
う
記
連
が
見

と
い
う
訳
で
は
な
い
。
不
規
則
な
天
文
現
象
に
対
す
る
警
戒
意
識
は
ま
だ
高

ら
れ
る
た
め
、
占
星
徳
的
な
考
え
方
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た
、

い
の
で
あ
る
。

日
食
に
対
す
る
、
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
は
っ
き
り
と
し
た
こ
の
変
色
は
、
前
章
で
触
れ
た
よ
う
な
日
食
推
算
技
術
の
進
歩
を
背
景
に
、

と
い
う
現
象
の
予
測
が
あ
る
程
度
立
つ
よ
う
に
な
り
、
特
異
な
現
象
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
食

第
3
節

占
星
術
的
記
述
に
み
ら
れ
る
変
化

以
上
、
時
代
を
追
っ
て
占
星
術
的
記
述
を
見
て
く
る
と
、

第
一
に
、
解
釈
を
下
す
人
物
の
姿
が
、
次
第
に
記
事
か
ら
消
、
え
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。
「
漢
書
』
で
は
董
持
箭
、
劉
向
、
劉
款
、
谷
永
、
杜
欽
、

京
房
と
、
人
物
名
が
出
て
来
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
少
な
か
っ
た
の
が
、
「
後
漢
書
』
で
は
わ
ず
か
に
「
儒
者
の
説
に
日
く
」
と
あ
っ
た
り
、
谷
、
承

い
く
つ
か
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
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(
幻
)

の
言
を
引
用
し
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
時
代
が
下
れ
ば
、
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

第
二
に
は
『
晋
書
」
『
親
書
』
の
所
で
も
触
れ
た
が
、
関
連
事
件
の
内
容
の
固
定
化
で
あ
る
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
お
お
よ
そ
戦
乱
、
天

災
、
死
亡
記
事
の
三
つ
に
集
中
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
戦
乱
は
分
野
説
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
、
時
代
に
よ
っ
て
国
と
国
と
の
戦
い
、
内
乱
、

謀
反
、
異
民
族
の
侵
入
な
ど
の
例
が
あ
る
。
天
災
は
記
事
数
は
一

O
件
と
多
く
な
い
が
、
春
秋
、
漢
、
後
漢
、
北
貌
、
陪
、
唐
(
た
だ
し
占
い

と
、
春
秋
か
ら
唐
ま
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
存
在
し
て
い
説
。
死
亡
記
事
は
細
か
く
分
け
る
と
、
皇
族
(
皇
帝
・
皇
后
・
皇
太
子
・
皇
太

の
み
)

后
)
の
自
然
死
、
臣
下
の
自
然
死
、
皇
族
の
殺
害
、
臣
下
の
殺
害
の
四
通
り
が
あ
る
。
中
で
も
多
い
の
は
、
皇
族
、
特
に
皇
帝
の
自
然
死
で
あ

る
。
「
礼
記
』
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
皇
帝
と
太
陽
は
結
び
付
け
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
死
亡
記
事
が
多
い
と
い
う
背
後

に
は
、
「
日
食
は
太
陽
が
隠
さ
れ
て
し
ま
う
現
象
、
即
ち
皇
帝
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
出
来
事
、

そ
し
て
そ
の
典
型
と
し
て
の
「
死
」
」
と
い
う

連
想
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
漢
書
』
や
「
後
漢
書
』
で
は
こ
の
三
つ
以
外
の
記
事
が
多
く
、

こ
の
三
種
類
を
分
け
る
意
義
さ
え
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
晋
に
な
る
と
先

に
触
れ
た
よ
う
に
関
連
事
件
の
内
容
の
固
定
化
が
始
ま
る
。
南
朝
の
宋
で
は
占
星
術
的
な
解
釈
の
一
二
例
中
九
例
が
皇
帝
崩
御
で
あ
(
初
。
北
貌

で
も
記
事
数
自
体
は
急
増
し
て
漢
代
に
戻
っ
た
観
が
あ
る
が
、
内
容
の
固
定
化
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
や
は
り
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、

日
食
な
ど
に
占
星
術
的
解
釈
を
下
す
こ
と
が
特
定
の
官
僚
組
織
に
占
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
某
々
日
く
」
と
書

か
れ
て
い
る
問
は
、
そ
れ
は
個
人
に
よ
る
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
個
人
の
姿
が
消
え
て
も
史
書
に
は
解
釈
は
下
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

組
織
が
そ
の
職
掌
と
し
て
下
し
た
解
釈
が
公
的
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
の
組
織
と
は
「
続
漢
書
」
百

官
志
の
太
史
令
条
に
「
良
日
及
ぴ
時
節
の
禁
忌
を
奏
す
る
こ
と
を
掌
る
。
凡
そ
国
に
瑞
応
、
災
異
有
ら
ば
之
を
記
す
を
掌
る
」
と
あ
る
よ
う
に

太
史
で
あ
ろ
う
。
唐
代
は
、
薮
内
清
氏
が
言
う
よ
う
に
、
天
文
学
は
太
史
局
の
管
轄
で
あ
る
と
官
制
で
定
め
ら
れ
、
公
の
占
星
術
的
解
釈
も
そ

こ
で
行
わ
れ
て
い
(
問
。
北
貌
に
お
け
る
峯
浩
の
よ
う
に
、
占
星
術
に
詳
し
く
、
そ
れ
を
皇
帝
説
得
の
手
段
と
す
る
事
(
慨
も
あ
る
が
、
そ
の
北
貌
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天
象
志
に
は
援
の
名
前
は
示
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
公
の
占
星
術
的
解
釈
を
太
史
に
専
ら
委
ね
る
一
方
で
、
国
家

は
私
的
な
占
星
街
的
解
釈
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
。
占
星
犠
は
天
文
現
象
に
引
き
つ
け
て
政
治
批
判
や
国
家
の
運
命
の
予
測
を
し
、
社
会
不
安

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
震
で
は
私
的
に
習
得
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
占
星
術
的
解
釈
が
修
得
可

能
な
一
種
の
技
術
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
解
釈
に
輔
が
あ
る
こ
と
を
訴
す
。
後
者
に
つ
い
て
ば
、
経
治
と
太
史
と
の
意
見
の

の
場
合
で
も
、

対
立
は
こ
の
解
釈
の
幅
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
差
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
政
治
状
況
、
社
会
状
況
も
踏
ま
え
て
解
釈
は
下
さ

れ
る
の
で
為
る
が
、
大
き
な
幅
の
み
る
中
で
解
釈
を
行
う
場
合
、
往
々
に
し
て
先
例
に
な
ら
う
選
択
、
つ
ま
り
過
去
の
解
釈
例
に
抜
拠
し
た
解

釈
を
行
う
こ
と
は
十
分
に
想
橡
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
継
丞
可
龍
な
技
荷
的
髄
面
は
、
さ
ら
に
先
例
に
な
ら
う
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
で
あ
ろ

う
。
特
に
呂
食
は
そ
れ
が
凶
兆
で
あ
る
だ
け
に
、
過
去
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
そ
の
解
釈
に
対
し
て
責
怪
を
関
わ
れ
な
い

よ
う
配
慮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
詰
食
に
対
す
る
解
釈
閲
定
化
の
一
悶
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
の
戦
乱
、
死
亡
、
天
災
の
…
一
一
つ
の
解
釈
は
、
す
べ
て
世
帯
秋
い
の
と

き
か
ら
存
在
し
て
い
る
c

過
去
に
拠
り
所
を
求
め
て
、
よ
り
ル

i
ツ
を
さ
か
の
ぼ
れ
る
解
釈
に
収
散
し
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

組
織
が
整
備
さ
れ
、
日
食
解
釈
の
根
拠
を
過
去
に
託
す
こ
と
に
よ
り
、
解
釈
を
下
し
た
人
物
の
姿
が
消
え
、
解
釈
内
容
が
毘
定
化
し
て
行
く
。

そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
自
食
一
件
一
件
の
意
味
を
個
々
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
震
に
あ
る
パ
タ
ー
ン
を
当
て
は
め
て
、
日
食
と
い
う
現
象
を

見
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
自
食
に
対
し
て
の
人
々
の
緊
迫
感
も
薄
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
次
第
に
、
日
食
の
も
つ

意
味
を
捉
え
よ
、
っ
と
す
る
占
星
術
的
解
釈
を
伴
う
記
事
が
減
り
、

つ
い
に
は
正
史
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
章

日
食
の
と
ら
え
方
(
二
)

日
食
へ
の
具
体
的
な
対
応
策

本
章
で
は
先
に
見
た
患
想
を
背
景
に
講
じ
ら
れ
た
自
食
へ
の
実
際
の
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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第
1
節

具
体
的
対
応
策

具
体
的
対
応
策
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
記
事
は
本
紀
に
は
全
部
で
七
五
例
あ
る
。
時
代
毎
に
見
る
と
、

れ
以
降
で
は
晋
、
唐
に
若
干
あ
る
程
度
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

そ
の
数
は
前
漢
・
後
漢
に
多
く
、

①
人
材
登
用
・
上
書
奨
励
・
大
赦
等

こ
れ
ら
は
詔
の
形
で
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
具
体
的
に
は
、
官
吏
や
郡
国
に
命
じ
て
優
秀
な
人
材
を
推
挙
さ
せ
る
こ
と
、
公
卿
や
大
夫
層

な
ど
に
上
書
や
直
言
を
奨
励
す
る
、
ま
た
は
実
際
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
「
大
赦
」
は
特
に
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
以
外
に
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
貧
民
の
救
済
(
前
漢
)
、
酒
類
の
販
売
禁
止
(
後
漢
)
な
ど
が
あ
る
。

記
事
数
は
前
漢
、
後
漢
で
二

O
例
と
、
こ
の
種
の
事
例
数
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
後
は
晋
で
八
例
、
宋
、
梁
、
唐
で
一
例
ず
つ
あ

る
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
漢
代
の
中
で
も
、
書
か
れ
て
い
る
時
期
に
は
偏
り
が
あ
る
。
『
漢
書
』
の
場
合
こ
の
類
例
の
記
事
は
皆
、
前
漢
後

半
の
宣
帝
、
元
帝
、
成
帝
、
哀
帝
、
平
帝
の
時
で
、
前
半
に
は
一
例
も
な
い
。
逆
に
「
後
漢
書
』
で
は
前
半
及
ぴ
後
半
の
桓
帝
の
時
期
に
多
い
。

そ
の
理
由
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
影
山
輝
園
氏
に
よ
れ
ば
、
前
漢
前
半
と
後
漢
前
半
は
と
も
に
災
異
に
伴
う
宰
相
免
職
の
事
例
が
な
い
と
い
泊
。

そ
し
て
そ
の
理
由
を
、
前
漢
前
半
の
場
合
は
、
時
の
皇
帝
で
あ
る
景
帝
、
武
帝
、
昭
帝
の
権
力
が
強
力
で
安
定
し
て
お
り
、
災
異
を
黙
殺
す
る

と
す
る
。
後
漢
前
半
の
場
合
は
、
皇
帝
権
力
が
強
か
っ
た
も
の
の
、
前
漢
の
と
き
と
は
違
っ
て
災
異
黙
殺
が
で

こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、

き
る
ほ
ど
強
力
で
は
な
く
、
逆
に
災
異
を
た
だ
皇
帝
一
人
だ
け
の
責
任
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
力
の
所
在
を
皇
帝
一
人
に
帰
し
、

集
権
化
を
図
ろ
う
と
し
た
た
め
に
、
こ
の
時
期
に
宰
相
免
職
が
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
同
じ
「
宰
相
免
職
が
な
い
」
時
期
で
あ
っ
て
も
、

の
理
由
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
漢
書
』
「
後
漢
書
』
本
紀
の
日
食
記
事
の
動
向
も
ま
た
、

一
層
の

こ
れ
と
同
じ
側
面
か
ら
理
解
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
、
っ
か
。

つ
ま
り
日
食
は
皇
帝
の
責
任
で
あ
る
と
す
る
詔
が
、
前
漢
前
半
に
は
皇
帝
権
力
が
強
力
で
あ
る
た
め
に
出
き
れ
な
か
っ
た
の そそ
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で
あ
る
が
、
後
漢
前
半
は
逆
に
皇
帝
の
責
任
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
、
多
く
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
漢
書
』
巻
九
元
豪
紀
第
九
永
光
二
年
三
月
条
に
み
て
み
よ
う
。

一
一
一
月
壬
成
朔
、
日
之
を
食
す
る
こ
と
有
り
。
認
し
て
日
く
「
朕
、
戦
戦
莱
栗
、
夙
夜
過
失
を
思
ひ
、
敢
へ
て
荒
寧
せ
ず
。
惟
、
除
競
不
調

に
し
て
、
未
だ
其
の
殺
を
嫡
ら
さ
ず
。
し
ば
し
ば
公
郷
に
勅
し
、
日
に
効
あ
る
を
望
む
。
今
に
重
る
も
有
一
時
執
政
、
未
だ
其
の
中
を
得
ず
。

施
興
禁
切
、
未
だ
民
心
に
合
せ
ず
。
暴
猛
の
俗
禰
々
長
じ
、
相
経
の
道
日
々
表
ふ
。
百
姓
愁
ひ
苦
し
み
、
第
を
錯
く
所
な
し
。
是
こ
を
以

て
気
器
歳
ご
と
に
増
し
、
太
揚
を
侵
犯
す
。
正
気
湛
(
ふ
か
)
く
掩
は
れ
、
自
久
し
く
光
を
奪
は
る
。
乃
ち
壬
戎
に
日
之
を
蝕
す
る
こ
と

有
り
。
天
大
異
を
見
は
し
、
以
て
巌
印
刷
ら
を
戒
む
。
族
甚
だ
悼
る
。
其
れ
内
郡
国
を
し
て
茂
材
異
等
賢
良
重
言
の
士
各
々
一
人
を
挙
げ
し

一
つ
の
例
を

め
よ
。
」
と
。

詔
で
は
ま
ず
皐
帯
の
不
徳
を
自
省
し
、
世
の
中
が
う
ま
く
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
そ
の
現
れ
が
日
食
で
あ
る
と
し
、
対
策
と

し
て
人
材
登
用
な
ど
を
命
じ
て
い
る
。
対
応
策
と
し
て
こ
の
事
例
の
よ
う
に
人
材
登
用
、
上
書
奨
励
、
大
赦
の
う
ち
が
一
つ
だ
け
が
指
示
さ
れ

る
場
合
も
・
あ
れ
ば
、
上
書
奨
励
と
人
材
愛
用
を
ど
複
数
の
内
容
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
指
示
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
対
忠
策
は
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
具
体
佑
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
実
例
の
一
部
は
、
次
に
述
べ
る
「
宮
吏
の
免
官
」
の
項
と
と
も
に
、

列
伝
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
列
伝
に
見
え
る
日
食
関
連
記
事
の
一
覧
を
掲
げ
る
。

灘
書錨 張裂

宣放向 人
名

日左日
食遷食

人 5 詔
材食(
推の入 言三
挙た事 事
をめを 内
受に改 廿打ヤ

け久め
るしる

上都
書に
(戻
人れ
事ず
を
改
め
る
、--'

七五三
一九ム 巻一一 /、
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罵興浮糞措街

後
漢
書

劉
寛

日
食
↓
上
書
(
八
事
を
挙
げ
て
政
治
を
正
す
)

日
食
↓
上
書
(
後
宮
を
正
す
)

「
日
食
は
大
将
軍
(
梁
巽
)
に
起
因
」
と
言
っ
た
者
を
罰
す

日
食
↓
上
書
(
人
事
の
硬
直
化
を
正
す
)

日
食
↓
上
書
(
人
事
を
正
す
)

太
尉
↓
日
食
↓
免
官
↓
翌
年
卒

太
尉
↓
日
食
↓
免
官
↓
翌
年
復
す

↓
三
年
後
日
食
↓
免
官
、
永
楽
少
府
・
光
禄
勲
に

一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一圃圃幽園白血-・ .岨嶋E・E・ ・回・ーー-・b ・E・E・-・4・ --
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認
書崖

j告

日
食
・
天
災
↓
上
書

日
食
予
報
↓
上
書
(
元
旦
の
朝
会
開
催
の
可
否
に
つ
い
て
)

張
普
恵

右
の
中
に
人
材
登
用
・
上
書
に
関
わ
る
事
例
が
、
二

O
例
あ
る
。
人
材
登
用
と
上
書
と
は
か
な
り
密
接
に
結
び
付
い
て
お
り
、
例
え
ば
前
漢

の
谷
永
は
、
「
方
正
、
直
言
、
極
諌
の
士
を
挙
げ
よ
」
と
い
う
詔
に
よ
っ
て
公
車
に
待
詔
し
て
対
策
し
て
い
る
。
推
挙
さ
れ
る
人
物
は
下
級
の
官

一
人
が
複
数
の
上
級
官
吏
か
ら
推
挙
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

更
で
あ
っ
た
も
の
が
多
く
、

上
書
の
内
容
は
、
儀
礼
と
絡
む
三
国
、
北
貌
の
例
を
除
け
ば
ど
れ
も
似
通
っ
て
い
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
日
食
を
政
治
の
乱
れ
に
た
い

す
る
警
告
で
あ
る
と
認
識
し
、
臣
下
や
外
戚
の
専
制
を
糾
弾
す
る
な
ど
人
事
を
正
し
た
り
、
風
紀
を
正
す
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
部
の
官
吏
の
権
力
が
強
く
表
立
っ
て
諌
言
が
で
き
な
い
時
期
に
、
皇
太
后
ら
の
意
向
を
受
け
、
日
食
に
か
こ
つ
け
て
皇
帝
の
所
業
を

諌
め
た
上
書
も
あ
る
。
日
食
が
、
そ
れ
ま
で
の
政
治
を
顧
み
る
一
つ
の
機
会
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、一

方
、
大
赦
は
少
し
性
格
が
異
な
る
。
他
の
二
つ
は
政
治
を
正
す
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
政
治
の
乱
れ
へ
の
警
告
で
あ
る
日
食
の
対
応
策
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
政
治
の
乱
れ
を
正
す
こ
と
と
罪
人
を
放
免
す
る
大
赦
と
は
、
直
接
に
は
結
び
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
な

ぜ
日
食
の
と
き
に
大
赦
が
行
わ
れ
る
の
か
、
記
事
で
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
日
食
記
事
中
、
「
大
赦
」
と
い
う
用
語
が
初
め
て
現
れ
る
の
は
、

前
漢
・
成
帝
の
河
平
元
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
宣
帝
の
五
鳳
四
年
に
、
日
食
を
承
け
て
官
吏
を
全
国
に
遣
わ
し
、
菟
罪
を
正
し
、

苛
酷
な
役
人
を
取
り
締
ま
ら
せ
る
旨
の
詔
が
出
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
菟
罪
を
正
す
こ
と
は
、
政
治
の
乱
れ
解
消
の
一
手
段
で
あ
る
。

ま
た
、
『
漢
書
』
董
仲
箭
伝
に
は
、
「
刑
罰
中
た
ら
ざ
れ
ば
則
ち
邪
気
生
ず
。
邪
気
下
に
積
み
て
怨
悪
上
に
蓄
(
あ
つ
ま
)
る
。
上
下
和
せ
ざ
れ

ば
則
ち
陰
陽
鯵
戻
し
て
妖
華
生
ず
。
此
れ
災
異
の
縁
っ
て
起
る
所
な
り
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
思
想
が
あ
る
。
菟
罪
、
す
な
わ
ち
誤
っ
た
裁
き

で
罪
せ
ら
れ
た
者
を
許
す
と
と
も
に
、
罪
人
一
般
を
許
し
て
人
々
に
恵
み
と
慶
び
を
与
え
る
大
赦
が
日
食
に
対
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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五
一
思
四
年
の
詔
と
同
様
の
詔
は
も
う
一
例
、
後
漢
・
光
武
帝
の
建
武
二
九
特
に
も
出
さ
れ
て
い
る
。

②
官
吏
の
免
吉

『
漢
書
」
『
後
漢
書
』
の
列
伝
に
は
、

日
食
を
理
由
に
官
吏
が
識
を
免
ぜ
ら
れ
た
(
も
し
く
は
自
ら
辞
し
た
〉
例
が
あ
る
。
そ
の
数
は
吋
模
番
い

日
食
が
免
宮
・
辞
任

に
三
例
、
『
後
葉
書
』
に
九
椀
で
あ
る
。
す
べ
て
の

5
食
の
場
合
に
免
官
・
辞
任
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、

の
理
由
に
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
も
そ
の
背
後
に
は
、
災
異
は
地
上
の
治
世
の
乱
れ
に
対
す
る
警
告
で
あ
る
と
す
る
災
異
思
想
の
存
在
が
あ
る
。

呂
食
に
よ
っ
て
免
ぜ

ら
れ
た
官
職
一
を
見
る
と
、
部
漢
で
は
一
例
だ
け
だ
が
、
吋
水
一
柑
で
あ
り
、
新
で
も
大
司
馬
で
あ
る
。
そ
し
て
後
漢
で
は
一

O
倒
す
べ
て
が
太
尉
で

あ
り
、
後
で
触
れ
る
が
本
紀
に
警
か
れ
て
い
る
三
国
、
資
の
例
も
問
じ
く
太
尉
で
あ
る
。
影
出
輝
服
部
氏
は
、
官
官
や
外
戚
が
政
治
の
集
権
を
諮

る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
宰
相
の
位
は
陰
陽
の
調
和
を
可
る
こ
と
が
、
玉
体
の
実
権
の
な
い
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
。
陰
陽
を
南
る
一
一
一
公
は
、

日
食
の
故
に
免
宮
き
れ
、
ま
た
は
辞
職
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
免
官
に
つ
い
て
記
事
数
が
比
較
的
多
い
『
後
漢
書
』
の
列
伝
を
見
る
と
、
「
日
食
を
以
て
免
ぜ
ら
る
」
と
椅
潔
に
書
か
れ
て
お
り
、

免
官
さ
れ
た
後
は
、
あ
る
程
度
の
期
間
を
置
い
て
か
ら
太
尉
に
復
す
る
か
、
ま
た
は
期
間
を
董
か
ず
す
?
に
、
党
禄
勲
や
大
司
農
、
騒
騒
将
軍

な
ど
高
位
の
官
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
例
が
多
い
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
こ
の
こ
ろ
既
に
日
食
に
よ
る
官
吏
の
免
官
は
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
全
員
が
官
職
に
復
帰
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
免
官
後

L

す
ぐ
に
死
亡
し
た
例
や
、
郷
強
一
に
滞
っ
て

余
生
を
送
っ
た
、
と
い
う
例
も
あ
る
し
、
時
に
は
本
人
の
意
思
に
反
し
て
復
帰
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
(
制
。
つ
ま
り
、
日
食

に
よ
っ
て
形
式
的
な
免
官
を
行
う
に
し
て
も
、
当
時
の
政
治
状
況
に
よ
り
、
時
に
は
そ
れ
が
形
式
に
止
ま
ら
な
い
可
能
性
も
あ
っ
た
、
と
い
え

る
の
で
あ
る
。

模
以
降
に
つ
い
て
は
、
一
一
一
題
、
晋
で
日
食
を
受
け
て
官
吏
が
辞
意
を
示
す
例
が
本
紀
に
一
例
ず
つ
あ
る
。
そ
の
う
ち
三
国
の
例
は
貌
の
文
帝
・

90 41号お茶の水史学



黄
初
二
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
文
帝
は
詔
で
三
公
の
辞
職
を
止
め
、
以
後
天
変
が
あ
ろ
う
と
も
三
公
は
辞
職
に
及
ば
ず
、
と
命
じ
て
い

(“) 

る
。
そ
し
て
そ
れ
が
永
制
と
な
っ
た
と
い
う
。
実
際
、
こ
の
後
の
官
吏
の
免
官
の
記
事
は
晋
で
一
例
あ
る
の
み
だ
が
、
そ
こ
で
も
辞
職
は
許
き

つ
ま
り
日
食
に
対
す
る
の
官
吏
の
免
官
は
、
前
後
漢
代
の
う
ち
に
既
に
形
式
化
じ
て
お
り
、
漢
代
で
の
み
行
わ
れ
た
対
応
策
で

れ
て
い
な
い
。

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

③
儀
礼

日
食
時
の
儀
礼
に
関
す
る
記
事
は
、
古
く
は
春
秋
か
ら
唐
ま
で
、
幅
広
い
時
代
に
わ
た
っ
て
い
る
。

正
史
で
は
、
本
紀
も
し
く
は
礼
儀
志
・

札
志
に
記
載
さ
れ
る
。

日
食
が
あ
っ
た
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
儀
礼
を
行
っ
た
か
を
簡
単
に
記
す
。
記
事
数
は
一
五
例
と
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
そ
の
分

布
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
増
加
し
て
い
て
、
今
ま
で
の
人
材
登
用
や
官
吏
の
免
官
の
記
事
の
分
布
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

本
紀
で
の
儀
礼
関
係
の
記
事
内
容
は
時
代
毎
に
少
し
差
が
あ
る
。
時
代
に
沿
っ
て
言
う
と
、
『
漢
書
』
に
儀
礼
関
係
の
記
事
は
な
い
。
そ
の
後

の
『
後
漢
書
』
で
は
、
「
皇
帝
が
正
殿
を
避
け
、
宮
中
に
兵
を
お
き
、
五
日
間
政
務
を
執
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
記
事
が
三
回
現
れ
て
い
説
。
南

北
朝
期
に
な
る
と
、
皇
帝
の
着
用
す
る
衣
服
に
つ
い
て
の
記
(
鞍
や
、
日
食
の
た
め
に
節
会
の
饗
応
を
や
め
る
と
い
う
え
鞍
な
ど
内
容
が
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
む
。
唐
で
は
、
後
漢
の
よ
う
な
「
皇
帝
が
身
を
慎
ん
だ
」
と
い
う
内
容
の
記
軒
の
他
に
も
、
従
来
の
日
食
時
の
儀
礼
を
変
更
し
た
(
仰

や
、
日
食
に
つ
い
て
皇
帝
の
下
問
に
答
え
た
耐
日
食
の
あ
っ
た
の
が
年
末
で
あ
っ
た
た
め
に
元
旦
の
朝
会
の
内
容
を
一
部
変
更
し
た
(
仰
な
ど

が
あ
り
、
件
数
で
は
後
者
の
方
が
多
い
。
傾
向
と
し
て
、
「
日
食
が
起
こ
っ
た
の
で
i
を
し
た
」
と
、
旧
来
の
し
き
た
り
そ
の
も
の
を
記
す
よ
り

は
、
そ
れ
を
変
更
し
た
場
合
な
ど
、
通
常
の
事
態
に
変
化
が
あ
っ
た
時
に
記
事
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
特
記
し
な
い
場
合

は
旧
来
の
そ
れ
に
倣
っ
た
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
な
姿
が
、
次
に
述
べ
る
札
志
・
礼
儀
志
に
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

本
紀
で
は
、

、
7
。
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礼
志
で
は
記
事
内
容
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
吾
食
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
E
に
到
の
行
事
が
重
な
っ
た
場
合
、
そ
の
行
事
を

行
う
こ
と
の
可
否
を
関
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
元
日
一
に
自
食
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
朝
合
を
行
う
か
ど
う
か
を
巡
っ
て
は
、
漢
弐
か
ら
三
国
、

皆
、
北
貌
に
か
け
て
何
聞
か
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
諜
代
と
普
代
の
、
日
食
予
報
の
精
度
と
古
札
を
論
拠
に
明
、
え
ら
れ
た
意
見
が
札

志
に
残
っ
て
い
る
。
一
克
旦
は
一
年
・
一
方
月
・
一
一
民
の
三
つ
の
は
じ
め
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
一
一
朝
い
と
呼
ば
れ
て
そ
の
日
の
朝
合
は
と

(
閉
山
)

り
わ
け
重
視
さ
れ
、
ま
た
豆
白
書
」
札
志
で
は
察
護
は
一
五
百
一
の
朝
会
を
き
し
て
「
慶
楽
之
会
」
と
言
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
上
の
乱
れ

を
天
が
警
告
し
た
現
れ
が

B
食
で
あ
る
と
捉
え
る
災
異
思
想
の
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
警
告
が
発
せ
ら
れ
れ
ば
大
掛
か
り
な
慶
事
を
執
り
行
、
7

と
い
う
考
え
方
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
漢
書
』
に
も
、
元
旦
の
日
食
は
尊
者
の
嫌
う
と
こ
ろ
で
あ
る
、

(
N
M
〉

が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
他
の
儀
礼
で
議
論
じ
な
っ
て
い
る
の
は
「
南
斉
書
』
礼
志
の
、
先
祖
を
祭
る
た
め
に
一
二
月
に

行
わ
れ
る
織
嗣
太
社
稜
の
史
的
の
み
で
あ
る
。

な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
、

と
い
う
谷
永
の

礼
志
に
書
か
れ
て
い
る
い
ま
一
つ
の
事
項
は
、
日
食
時
に
行
う
儀
礼
に
つ
い
て
で
あ
る
。
分
量
と
し
て
は
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
。

記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
『
後
漢
書
(
続
摸
書
)
』
「
晋
書
』
『
宋
書
」
(
『
晋
書
』
と
儀
礼
内
容
つ
い
て
の
記
事
は
同
じ
)
「
惰
書
」
『
新
唐
書
」
で
為

る
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
紅
の
内
容
を
ま
と
め
た
。
各
史
書
に
共
通
す
る
事
項
に
は
傍
隷
を
引
い
て
あ
る
。

「
春
秋
』
三
伝

-
社
に
犠
牲
を
用
い
る
。
〈
吋
公
羊
訟
匂
「
穀
梁
伝
」
「
志
氏
伝
』
経
・
伝
荘
公
二
五
年
、

吋
公
羊
伝
」
吋
穀
梁
伝
」
吋
友
氏
伝
い
経
荘
公
…
一
一

O
年、

「
公
羊
伝
」
『
穀
梁
伝
」
「
左
氏
伝
』
経
・
伝
文
公
一
五
年
〉

・
赤
い
絹
の
綱
を
社
に
巡
ら
す
。
(
「
公
羊
伝
』
荘
公
二
五
年
)

・
史
言
は
社
で
(
消
災
の
)
辞
令
を
述
べ
る
。

'
〈
諸
挟
は
)
社

ι幣
吊
を
棒
げ
る
。

(
「
左
氏
伝
』

昭
公
一
七
年
)

(
『
左
氏
伝
』
文
公
一
五
年
、
昭
公
一
七
年
)
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-
(
諸
侯
は
)
朝
廷
で
鼓
を
伐
つ
。
(
『
左
氏
伝
』
文
公
一
五
年
、
昭
公
一
七
年
)

・
(
天
子
は
)
制
引
劃
剖
倒
寸
。
(
『
左
氏
伝
』
文
公
一
五
年
、
昭
公
一
七
年
)

-
楽
人
は
鼓
を
伐
つ
。
(
『
左
氏
伝
』

昭
公
一
七
年
)

-
天
子
は
五
本
の
麿
(
き
し
ず
ば
た
)
、
五
兵
、
五
鼓
を
置
く
。
(
『
穀
梁
伝
』
荘
公
二
五
年
)

-
天
子
は
食
膳
の
数
を
減
ら
す
。
(
『
左
氏
伝
』
文
公
一
五
年
、
昭
公
一
七
年
)

-
天
子
は
正
殿
を
避
け
る
。
(
『
左
氏
伝
』
昭
公
一
七
年
)

-
百
官
は
素
服
す
る
。
(
『
左
氏
伝
』

『
後
漢
書
』
(
続
漢
書
)

昭
公
一
七
年
)

礼
儀
志
上

・
月
の
一
日
の
前
後
二
日
間
は
羊
と
酒
を
も
っ
て
杜
に
集
ま
り
、
祭
日
と
す
る
。
も
し
祭
り
の
最
中
で
あ
る
一
日
に
日
食
が
起
こ
れ
ば
、

羊
を
殺
し
て
社
に
供
え
る
。

-
こ
と
を
執
り
行
う
者
は
、
長
冠
を
被
り
、
黒
の
単
衣
、
赤
い
襟
と
袖
の
緑
の
中
衣
、
赤
い
袴
と
綜
(
帯
も
し
く
は
靴
下
)
を
身
に
つ
け

る

『
晋
書
」

札
志

(
途
中
ま
で
は
後
漢
書
に
同
じ
)

巻
一
九

-
日
食
が
予
想
さ
れ
れ
ば
太
史
は
即
上
奏
。

-
尚
書
は
三
日
前
に
戒
厳
を
触
れ
る
。

-
筆
虞
の
『
決
疑
』
か
ら
の
引
用

-
日
食
を
救
お
う
と
す
る
者
は
赤
い
頭
巾
を
つ
け
る
。

-
皇
帝
は
素
服
す
る
。
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-
皇
帝
は
正
殿
を
避
け
る
。

-
{
筒
研
一
内
外
の
響
備
を
厳
重
に
す
る
。

・
太
史
が
で
日
食
を
観
測
し
、
日
食
が
始
ま
れ
ば
門
で
鼓
を
伐
つ
。

-
社
で
鼓
を
伐
つ
。

-
社
を
赤
い
結
の
網
で
く
く
り
、
祝
史
が
辞
を
述
べ
て
社
を
責
め
る
。

.
音
楽
を
獲
す
。

-
幣
を
用
い
る
。

「
宋
書
』

巻
一
四

礼
志

に
向
じ

「
誇
書
」

巻
八

札
儀
忘
一
ニ

・
太
極
殿
西
廟
に
東
向
き
に
、
東
堂
東
患
に
西
向
き
に
各
々
御
患
を
設
け
る
。
皇
奈
は

E
食
前
三
刻
の
間
は
太
極
殿
に
、

た
後
は
東
堂
に
座
す
。

-
皇
帝
は
通
天
一
惑
を
か
ぶ
り
、
東
堂
で
は
白
い
単
衣
を
着
る

0

.
宮
廷
内
外
の
警
備
を
戯
重
一
じ
す
る
。

・
杜
を
赤
い
絹
の
綱
で
一
一
一
援
に
巻
く
。

・
太
祝
令
は
辞
を
述
べ
て
杜
を
責
め
る
。

・
侍
臣
、
諸
司
は
赤
い
頭
巾
を
被
り
、
帯
剣
ま
た
は
持
剣
。

・
太
史
令
が
日
食
を
観
樹
し
、
報
告
す
る
。

-
鼓
を
伐
つ

日
食
が
始
ま
っ
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以
上
は
北
斉
の
儀
礼
で
あ
る
。

巻
一
六

『
新
唐
書
』

礼
楽
志
六

-
官
吏
の
役
職
に
応
じ
て
、
着
る
も
の
を
指
定
。
赤
い
頭
巾
、
赤
い
衣
、
平
巾
の
頭
巾
、
な
ど

0

・
社
の
四
門
に
工
人
の
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
方
位
に
応
じ
た
色
の
麿
(
き
し
ず
ば
た
)
が
立
つ
。
ま
た
、
龍
蛇
鼓
、
隊
正
と
そ
の
率
い
る
武

器
を
持
っ
た
五
人
の
兵
士
が
置
か
れ
る
。

-
社
壇
の
四
隅
に
讃
(
矛
の
一
種
)
を
立
て
、

そ
れ
を
赤
い
絹
の
綱
で
つ
な
ぐ
。

-
社
壇
の
北
側
に
黄
色
い
麿
、
龍
鼓
、
弓
矢
を
置
き
、
太
史
が
日
食
を
観
測

0

・
日
食
が
始
ま
っ
た
ら
麿
を
掲
げ
、
龍
鼓
を
伐
つ
。

-
皇
帝
は
素
服
す
る

0

.
百
官
は
政
務
を
と
ら
な
い
。

こ
れ
を
見
る
と
儀
礼
に
は
時
代
を
越
え
て
い
く
つ
か
の
共
通
事
項
が
存
在
し
、
そ
の
ル

l
ツ
は
春
秋
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば
『
新
唐
書
」
で
は
、
「
立
ち
て
変
を
候
つ
・
:
龍
鼓
聾
を
発
す
る
こ
と
雷
の
ご
と
し
」
と
あ
り
、
日
食
の
と
き
に
社
で
鼓
を
伐
っ
て
い
る
が
、

で
記
す
北
斉
の
儀
礼
で
も
、
『
晋
書
」
で
引
く
掌
虞
の
言
で
も
日
食
に
鼓
を
伐
つ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
「
陪
書
』

『
春
秋
』
三
伝
の
「
鼓
し
て
牲
を
社
に
用
い
る
。
」
と
い
う
記
事
に
ま
で
た
ど
り
着
く
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
唐
・
徳
宗
の
員
元
三
年
(
七
八
七
)

(
日
)

の
日
食
で
は
皇
帝
が
鼓
を
伐
つ
こ
と
を
許
き
ず
、
そ
れ
以
降
こ
の
礼
は
廃
止
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
「
社
を
赤
い
絹
の
紐
で
巻
く
こ

と
」
「
天
子
が
喪
服
で
あ
る
素
服
を
身
に
つ
け
、
正
殿
に
出
御
し
な
い
こ
と
」
も
春
秋
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
ま
た
、
「
儀
礼
の
と
き
は
赤
い
衣

服
(
時
代
に
よ
っ
て
頭
巾
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
衣
や
袴
の
場
合
も
あ
る
)
を
身
に
つ
け
る
」
「
日
食
の
問
、
宮
中
に
兵
を
お
い
て
厳
戒
態
勢
に
す

る
」
こ
と
は
、
本
紀
部
分
の
記
述
も
考
慮
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
後
漢
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
(
制
。

な
お
、
官
吏
の
服
装
に
つ
い
て
は
、
初
期
は
「
素
服
す
る
」
な
ど
と
一
括
し
て
書
か
れ
て
い
た
が
、
『
新
唐
書
』
で
は
官
職
に
よ
っ
て
細
か
に
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規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
階
、
唐
と
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
儀
礼
の
内
容
が
詳
細
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
2
節

非
食
の
場
合
の
対
応

日
食
に
対
し
て
取
ら
れ
た
具
体
的
な
対
応
策
の
最
後
に
、
予
想
は
さ
れ
た
が
非
食
な
ど
実
融
仰
い
は
観
測
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
策
を
付

け
加
え
た
い
。
そ
の
倒
は
『
宋
書
」
礼
儀
志
と
、
「
侶
唐
書
」
天
文
忠
、
「
唐
会
要
」
に
み
え
る
。

『
宋
書
』
は
、
三
国
・
貌
の
高
貴
郷
公
、
正
一
克
二
年
三
月
朔
に

5
食
予
報
が
外
れ
、
起
こ
る
と
さ
れ
た
日
食
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
場
合
の
こ
と

を
え
判
。
外
れ
た
こ
と
で
考
課
が
マ
イ
ナ
ス
に
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
史
官
は
「
古
来
、
黄
帝
、
顕
一
墳
、
夏
、
段
、
周
、
魯
の
六
暦
、
皆
目
蝕
を

推
す
の
法
な
く
、
但
だ
疏
響
を
考
課
す
る
こ
と
有
る
の
み
」
と
し
て
、
外
れ
て
も
責
任
を
取
る
必
要
は
な
い
と
申
し
開
き
、
実
際
に
責
琶
を
不

問
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
日
食
予
報
の
困
難
さ
と
、
ぞ
れ
故
に
少
な
く
と
も
、
外
れ
て
も
ひ
ど
く
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と

日
食
の
予
報
を
外
す
と
史
{
誌
が
翻
せ
ら
れ
た
と
一
一
…
日
わ
れ
る
こ
と
が
あ
(
加
が
、
管
見
の
範
関
内
で

が
わ
か
る

G
2問
書
」
匙
征
編
を
例
に
挙
げ
て
、

は
そ
の
よ
う
な
実
例
は
一
例
も
な
い
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
、
外
れ
て
も
自
己
を
正
当
化
す
る
こ
の
よ
う
な
記
事
が
為
っ
た
の
で
あ
る
。

外
れ
た
こ
と
を
正
当
化
す
る
傾
向
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
さ
ら
に
顕
著
に
な
る
。
唐
代
に
入
る
と
、
「
予
謝
さ
れ
た

E
食
が
見
え
な
っ
た

〈
閉
山
)

の
は
皇
帝
の
徳
が
高
い
た
め
に
日
食
が
起
こ
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
為
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
百
官
が
賀
を
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

外
れ
た
こ
と
を
逆
予
に
と
っ
て
そ
れ
を
吉
祥
と
し
て
し
ま
う
と
は
大
変
な
理
屈
だ
が
、
形
式
的
に
は
皇
帝
の
徳
め
高
き
が
強
調
さ
れ
る
の
み
な

(鎚〉

ら
ず
、
史
官
も
部
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
突
は
双
方
が
丸
く
収
ま
る
妙
案
だ
っ
た
と
い
、
え
よ
う
。

第
3
節

具
体
的
対
応
策
全
般
を
通
じ
て

具
棒
的
対
応
策
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、

対
応
策
は
多
く
の
史
書
に
書
か
れ
て
い
る
が
、 一

つ
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
。

そ
れ
と
比
較
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
全
部
で
六
一
例
の
日
食
記
事
を
載
せ
る
「
貌
書
』
に
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対
応
策
関
係
の
記
事
が
一
例
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
貌
書
』
の
日
食
記
事
は
本
紀
部
分
で
は
な
く
天
象
志
に
全
て
集
中
し
て
い
る
。
そ
こ
に
占

星
術
的
な
内
容
の
記
事
は
多
く
あ
る
の
で
、
北
貌
に
お
い
て
日
食
に
関
す
る
関
心
は
薄
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
北
貌
の
時
代
に
対
応

策
が
採
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
か
と
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
な
い
。
『
北
史
』
に
一
例
で
は
あ
る
が
日
食
時
の
儀
礼
に
関
し
た
記
事
が
あ
り
、

(
印
)

そ
れ
が
北
貌
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

北
貌
以
降
、
唐
で
も
や
は
り
占
星
術
的
記
述
の
数
は
多
い
が
、
対
応
策
に
関
す
る
記
事
は
少
な
い
。

て
残
っ
て
い
る
こ
と
も
な
く
、
現
存
す
る
詔
勅
に
日
食
に
関
す
る
も
の
は
な
い
。

さ
ら
に
唐
で
は
漢
代
の
よ
う
に
詔
と
し

こ
れ
は
日
食
と
い
う
現
象
が
、

だ
ん
だ
ん
と
特
異
な
も
の
で
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
へ
の
証
し
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
食
に
つ
い
て
不

可
解
な
点
が
多
か
っ
た
頃
は
、
わ
か
ら
な
い
故
に
日
食
に
対
す
る
恐
れ
も
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
回
一
回
真
剣
に
人
材
登
用
、
上
書
奨
励
、

大
赦
な
ど
の
対
応
策
を
立
て
、
そ
れ
が
本
紀
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
食
の
仕
組
み
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
不
可
解

さ
は
消
え
て
い
く
。
太
陽
が
隠
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
驚
き
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
訳
の
分
か
ら
な
い
現
象
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
あ

る
程
度
予
測
さ
え
つ
く
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
日
食
に
対
す
る
緊
迫
感
も
薄
れ
、
対
応
も
徐
々
に
形
式
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
本
紀
に
特
筆
す
る
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
史
書
の
上
で
も
日
食
の
対
応
策
を
一
不
す
詔
の
本
文
が

全
て
掲
載
さ
れ
た
時
期
か
ら
要
旨
だ
け
が
載
せ
ら
れ
る
時
期
へ
、

さ
ら
に
詔
を
は
じ
め
対
応
策
に
関
す
る
記
事
そ
の
も
の
が
減
少
す
る
時
期
へ

と
変
化
し
て
い
く
。
官
吏
の
免
官
が
ご
く
早
い
頃
か
ら
な
く
な
っ
た
の
は
、
対
応
策
が
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
先
駆
的
な
現
れ
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
対
応
策
が
減
っ
て
い
く
そ
の
一
方
で
礼
儀
志
や
礼
志
に
日
食
時
の
儀
礼
が
詳
し
く
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

日
食
時
に
お
い
て
個
別
の
対
応
策
よ
り
も
日
食
一
般
に
対
す
る
儀
礼
の
方
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い

日
食
が
さ
ほ
ど
深
刻
に
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
唐
代
に
理
由
を
こ
じ
つ
け
て
、
見
え
な
か
っ
た
こ
と
を
表
賀
の
対
象

、a
o
-
-
-
-
p
・、

・刀

4
3
宇
八

と
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
だ
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、

日
食
に
対
す
る
個
別
的
な
対
応
策
か
ら
形
式
的
な
対
応
策
・
儀
礼
へ
、

こ
う
し
た
対
応
策
の
変
遷
が
、
時
に
応
じ
て
日
食
一
例
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例
が
栖
々
に
意
味
を
持
つ
時
代
か
ら
、
「
日
食
」
が
一
つ
の
パ
タ

i
ン
化
き
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
時
代
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
、

そ
の
移
り
変
わ

り
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

以
上
、

E
食
と
い
う
現
象
を
、
正
史
中
の
記
事
の
数
量
的
側
面
及
び
、
記
事
内
容
で
あ
る
占
星
術
的
記
述
と
具
体
的
対
応
策
の
一
一
一
つ
に
わ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
時
代
ご
と
の
特
撮
を
中
心
に
見
て
き
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
い
え
よ
う
。

春
秋
期
に
は
援
に
凶
事
と
結
び
つ
け
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
日
食
は
、
漢
伐
の
災
異
思
想
の
確
立
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
そ
の
傾
向
を
強
め
る
。

日
食
の
応
と
し
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
出
来
事
も
様
々
で
、
対
応
策
を
指
示
す
る
詔
が
盛
ん
に
発
せ
ら
れ
、
日
食
を
理
由
に
し
た
官
吏
の
免
官
ま

で
行
わ
れ
た
。
日
食
が
政
治
を
顧
み
る
一
機
会
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
い
た
時
期
と
い
え
る
。

ま
た
日
食
記
事
は
漢
代
で
は
実
際
の
観
測
に
基
づ
い
て
敢
闘
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
非
食
・
不
食
記
事
の
割
合
か
ら
見
る
と
、
普
の
こ

ろ
か
ら
は

5
食
の
予
報
に
基
づ
い
て
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
と
同
時
に
や
は
り
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
占
星
衛
的
な
解
釈
を
下
し
た
記

事
が
減
少
し
は
じ
め
、
内
容
も
戦
乱
、
死
亡
、
天
災
の
三
つ
に
冨
定
し
て
く
る
。
そ
の
後
北
襲
で
占
星
術
的
記
述
が
増
え
、
傾
向
が
一
反
っ
た
か

の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る
時
期
も
あ
る
が
、
前
の
時
代
を
引
き
継
い
で
、
記
述
内
容
の
毘
定
化
も
具
体
的
な
対
応
策
の
減
少
も
続
い
て
お
り
、

進
む
方
向
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
蔚
に
な
る
と
占
星
術
的
な
解
釈
は
関
連
事
件
を
伴
わ
な
い
形
式
的
な
も
の
と
な
り
、
と
う
と
う
宋
で
は
呂

食
に
対
し
て
占
星
術
的
な
記
述
そ
の
も
の
が
な
さ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の

に
は
食
予
報
技
術
の
向
上
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
逆
に
時
代
と
と
も
に
日
食
と
関
わ
り
が
深
く
な
る
の
が
儀
礼
で
あ
る
。
詰
食
持
の
儀
礼
は
春
秋
の
頃
か
ら
記
事
に
番
か
れ
て
い

た
が
、
他
の
内
容
の
記
事
が
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
減
少
し
て
い
る
な
か
で
、
儀
礼
関
係
の
も
の
だ
け
は
数
が
増
え
て
お
り
、
札
儀
志
や
札

志
の
記
述
も
詳
細
絡
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
日
食
が
特
異
な
現
象
と
し
て
本
当
に
深
鶏
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
は
漢
代
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
特
に
晋
を
境
に
、
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日
食
は
あ
る
程
度
予
測
の
つ
く
常
識
の
範
囲
内
の
現
象
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、

日
食
が
あ
る
程
度
一
般
的
な
現
象
に
な
っ
た
後
で
も
日
食
が
全
く
無
視
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
形
式
的
と
は

い
え
、
常
に
一
定
の
対
応
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
章
で
引
い
た
唐
の
宰
相
、
李
吉
甫
の
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

日
食
の
仕

組
み
が
お
お
よ
そ
解
明
さ
れ
て
は
い
て
も
、

人
々
は
そ
こ
に
な
お
、
何
ら
か
の
天
の
意
思
表
示
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
見

れ
ば
、
「
な
ぜ
起
こ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
は
「
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
と
別
の
次
元
の
問
題
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
日
食
と
い
え
ば
過
去
の
例
に
倣
っ
て
儀
礼
を
行
い
、
身
を
慎
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
春
秋
か
ら
唐
ま
で
を
対
象
と
し
た
た
め
、
そ
の
後
の
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
全
体
的
な
流

れ
を
捉
え
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
日
食
と
善
一
一
星
な
ど
他
の
天
文
現
象
と
の
対
応
の
相
違
、
日
食
と
暦
の
関
係
、
占
星
術
的
記
述

き
ら
に
掘
り
下
げ
た
検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
の
思
い
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
日
食
」
と

日
食
に
対
す
る
人
々
の
見
方
、
そ
れ
を
も
と
に
取
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
策
、
そ
れ
ら
の
時
代
に

の
根
拠
・
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
な
ど
、

い
う
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
時
代
を
貫
き
、

沿
っ
た
変
遷
を
追
う
と
い
う
当
初
の
目
的
は
達
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
筆
を
お
き
た
い
。
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注(1)

斉
藤
国
治
・
小
沢
賢
二
「
中
国
古
代
の
天
文
記
録
の
検
蓋
』
(
雄

山
関
出
競
一
九
九
二
)

(
2
)

福
田
捜
昭
「
左
伝
の
日
食
記
事
考
」
(
『
大
東
文
也
大
学
漢
学
会

誌
」
一

mm

一
九
七
五
)

(
3
)

影
山
輝
園
「
漢
代
に
お
け
る
災
異
と
政
治

i
宰
程
の
災
異
責
任

を
中
心
に
1

」
(
『
史
学
雑
誌
』
九
む

l
八

一

九

八

二

〈4
〉
安
一
倍
二
郎
辺
器
撤
回
い
の
日
食
記
事
」
〈
平
成
四
・
五
年
度
科
学

研
究
費
接
助
金
総
合
続
究

(A)
研
究
成
果
報
告
書
『
中
国
に
お
け

る
璽
史
認
識
と
霊
史
意
識
の
麗
聞
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」
)

〈5
〉
長
谷
部
英
…
「
貌
晋
南
北
朝
の
勝
論
」
〈
町
中
国
哲
学
集
刊
い
…
一
一

一
九
九
ご

(
6
)
J
・ニ

l
ダ
ム
著
東
畑
精
一
・
薮
内
清
監
修
「
中
国
の
科
学

と
文
明
」
第
五
巻
天
の
科
学
(
思
索
社
一
九
七
六
〉
二
九

O

j

二
九
八
頁

(
7
)

斎
藤
前
掲
番
一
一
一
一
六
頁

(
8
)

『
春
秋
』
の
非
食
及
び
吋
世
間
書
ケ
中
の
漢
初
の
非
食
に
つ
い
て
は

編
纂
者
の
記
事
の
誤
記
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
百
食
予
測
の
的
中
率

と
誌
無
蹴
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
後
諜
以
後
も
部
分
的
に
紀
年
甑
列
が

ず
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

の
平
勢
教
授
に
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。
詳
細
は
平
勢
隆
郎
『
中
国
古

代
紀
年
の
研
究

i
天
文
と
勝
の
検
討
か
ら

i
h
〈
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
一
九
九
六
)
四
一

i
四
六
頁
参
照
。
史
書
に
お
け
る
日
食

記
事
の
誤
配
の
可
能
性
は
貌
晋
以
既
得
も
あ
る
に
せ
よ
、
平
勢
教
授
の

指
祷
は
、
三
国
ま
で
の
日
食
記
事
の
正
確
き
を
よ
り
高
め
る
も
の
で

あ
り
、
本
稿
の
論
出
闘
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

(9)

昭
公
七
年
四
月
早
辰
朔

(
叩
)
昭
公
三
一
年
一
二
月
辛
亥
朔

(
日
)
昭
公
七
年
四
月
中
戚
朔

(
口
)
昭
公
二
一
年
七
月
壬
午
期
、
昭
公
二
四
年
五
月
乙
未
朔

(
日
)
三
国
・
甘
露
五
年
一
月
乙
酉
朔
、
太
一
克
四
年
間
二
一
月
己
酉
朔
、

雑
興
四
年
六
月
了
日
類
、
一
二
月
乙
卯
朔
、
五
年
五
月
間
予
略
、
一

一
月
己
酉
朔
、
太
寧
三
年
一
一
月
奏
巳
期
、
永
和
一
二
年
一

O
月
発

巳
甥

〈M
H

〉
皐
者
崩
御

太
牒
九
年
一
丹
壬
申
朔
、
六
月
庚
子
朔
、
光
鰐

一
万
年
一
月
戊
子
類
、
七
月
乙
富
朔
、
二
一
丹
壬
午

朔
、
威
寧
八
年
一
月
己
未
朔
、
升
平
四
年
八
月
辛

丑
類
、
太
一
克
一
一

O
年
三
月
庚
絞
朔
、
議
配
二
一
一
一
年

一
月
甲
成
期

皇
太
子
殺
害
一
五
康
九
年
一
一
月
甲
子
朔

皇
居
崩
榔
成
康
七
年
二
丹
甲
子
朔

皇
太
后
崩
脅
威
和
二
年
五
月
甲
申
朔

(
日
)
太
和
三
年
三
月
了
巳
朔
・
太
和
五
年
七
月
斐
酉
朔

(
日
〉
隆
和
元
年
三
月
早
寅
朔
・
一
ニ
月
戊
午
朔

(
口
)
飢
鐘
延
昌
元
年
五
月
己
未
峰
、
臣
下
専
権
普
泰
元
年
六
月

発
亥
朔

(
同
)
例
え
ば
太
和
二
年
(
四
七
八
)
三
月
己
酉
緯
の
日
食
(
実
際
辻

夜

E
食
で
観
測
で
き
な
か
っ
た
)
に
対
し
て
、
翌
々
年
一
月
の
戦
乱
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を
結
び
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
聞
の
太
和
三
年
(
四
七
九
)
三
月
に

食
分

0
・
八
三
の
日
食
が
起
き
て
い
る
。

(
日
)
『
唐
会
要
」
巻
四
二
日
蝕

(
却
)
『
宋
史
』
巻
五
二
天
文
志
五

(
幻
)
建
武
二
年
一
月
甲
子
朔

(
幻
)
延
烹
九
年
一
月
辛
卯
朔

(
お
)
昭
公
二
一
年
七
月
壬
午
朔
(
春
秋
)
、
昭
公
二
四
年
五
月
乙
未
朔

(
春
秋
)
、
永
元
一
五
年
四
月
甲
子
晦
(
前
漢
)
、
永
初
元
年
三
月
発

酉
(
後
漢
)
、
永
康
元
年
五
月
壬
子
晦
(
後
漢
)
、
延
昌
元
年
五
月
己

未
晦
(
北
貌
)
、
普
通
元
年
一
月
乙
亥
朔
(
梁
)
、
貞
観
三
年
八
月
己

巳
朔
(
唐
)
、
貞
観
二
二
年
八
月
己
酉
朔
(
唐
)
、
貞
元
一
二
年
八
月

己
未
朔
(
唐
)

(μ)
三
国
・
黄
初
五
年
一
一
月
戊
辰
晦
、
太
康
九
年
一
月
壬
申
朔
・

六
月
庚
子
朔
、
光
照
元
年
一
月
戊
子
朔
・
七
月
乙
酉
朔
・
二
一
月
壬

午
朔
、
永
嘉
六
年
二
月
壬
子
朔
、
建
興
四
年
二
一
月
乙
卯
朔
、
戚
康

八
年
一
月
己
未
朔
、
升
平
四
年
八
月
辛
丑
朔
、
太
元
二

O
年
三
月
庚

辰
朔
、
義
照
一
三
年
一
月
甲
成
朔

(
お
)
薮
内
清
「
中
世
科
学
技
術
史
の
展
望
」
(
薮
内
清
編
『
中
国
科
学

技
術
史
の
研
究
』
角
川
書
庖
一
九
六
三
所
収
)

(
お
)
「
親
書
』
巻
三
五
崖
浩
伝

(
幻
)
薮
内
氏
前
掲
論
文

(
お
)
永
始
二
年
二
月
乙
酉
晦

(
却
)
永
興
二
年
九
月
丁
卯
朔

(
初
)
影
山
氏
前
掲
論
文

(
但
)
記
事
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
時
代
が
下
る
と
「
詔
シ
テ
」
の
言

葉
以
下
に
詔
の
内
容
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

(
明
記
)
『
漢
書
』
巻
八
五
谷
永
伝

(
お
)
『
漢
書
』
巻
一

O

成
帝
紀
河
平
元
年
四
月
己
亥
晦

(
泊
)
「
漢
書
』
巻
八
宣
帝
紀
五
鳳
四
年
四
月
辛
丑
朔

(
お
)
「
漢
書
」
巻
五
六
董
仲
野
伝

(
持
)
『
後
漢
書
』
巻
一
下
光
武
帝
紀
下
建
武
二
九
年
二
月
丁
巳
朔

(
幻
)
影
山
氏
前
掲
論
文

(
犯
)
『
後
漢
書
』
巻
七
六
循
吏
列
伝
劉
寵
伝

(
羽
)
『
三
国
志
』
文
帝
紀
賞
初
二
年
六
月
戊
辰
晦

(
的
)
影
山
氏
前
掲
論
文

(
位
)
太
康
七
年
一
月
甲
寅
朔

(
必
)
建
武
七
年
三
月
発
亥
晦
、
永
平
一
八
年
一
一
月
甲
申
晦
、

興
平
元
年
六
月
乙
己
晦

『
陳
書
』
永
定
三
年
五
月
丙
辰
朔

『
親
書
』
太
和
一
八
年
五
月
甲
成
朔

「
新
唐
書
』
開
元
七
年
五
月
己
丑
朔

『
旧
唐
書
』
天
文
志
貞
元
三
年
八
月
辛
巳
朔

「
旧
唐
書
」
天
文
志
元
和
三
年
七
月
発
巳
朔

「
旧
唐
書
』
大
暦
一
四
年
二
一
月
丙
寅
晦

『
晋
書
』
巻
一
九
礼
志
、
及
ぴ
「
宋
書
』
巻
一
四

『
晋
書
』
巻
一
九
礼
志

・
:
況
聞
天
青
将
至
、
行
慶
楽
之
会
、
於
礼
恭
突
。

「
漢
書
』
五
行
志
恵
帝
七
年
一
月
辛
丑
朔

(
必
)

(
斜
)

(
必
)

(
必
)

(
幻
)

(
必
)

(
的
)

(
印
)

(
日
)

礼
志

中国古代の日食101 



『
高
斉
書
』
巻
九
礼
志
上

「
親
臨
崎
議
い
場
一
六
礼
楽
志
ム
ハ
貞
一
克
一
一
一
年
・
八
月
辛
己
朔

『
唐
会
要
』
巻
回
二
日
蝕
貞
一
克
三
年
八
月
辛
巴
甥

(
日
)
『
宗
主
目
』
巻
一
呂
礼
志
一

紬
桃
高
賞
郷
公
正
一
川
一
一
年
一
一
一
月
朔
、
太
史
車
冊
目
触
間
不
触
。
普
文
五
時

為
大
将
軍
、
大
推
史
官
不
験
之
負
。
史
宮
答
日
「
合
娯
之
持
、
或
有

日
掩
月
、
或
右
月
掩
吾
、
月
掩
目
、
則
薮
障
日
韓
、
稜
光
景
有
軒
、

故
謂
之
詰
触
。
日
掩
丹
、
別
問
日
於
丹
上
遇
、
鵡
え
除
不
健
勝
、
搬
交

無
変
。

5
月
相
掩
必
食
之
理
、
無
術
以
知
、
是
以
嘗
諒
郊
社
、
日
韓

則
掻
祭
、
是
亦
前
代
史
官
不
能
審
敏
也
。
自
撰
故
事
、
以
為
日
触
必

当
於
交
。
毎
一
主
其
時
、
申
警
官
官
、
以
犠
日
変
。
故
甲
山
貝
詔
有
備
触

之
制
、
無
考
負
之
法
。
古
来
黄
帝
、
頗
項
、
夏
、
殿
、
周
、
魯
六
壁
、

皆
無
推

g
触
法
、
但
有
考
課
疏
密
部
巳
。
負
坐
之
焼
、
由
本
無
術
可

課
、
非
湾
事
之
罪
。
」
乃
止
。

(
日
)
注
(
詑
)
参
照
。

(
同
州
)
斉
藤
国
治
「
星
の
古
記
録
〕
(
山
荘
波
新
書
一
九
八
二
)
四
四
i
毘

五
頁

(
町
)
「
旧
麿
書
」
天
文
志
広
徳
二
年
五
丹
丁
酉
期
、
貞
元
六
年
一
月

戊
成
朔
、
貞
一
苅
七
年
六
月
庚
寅
朔
、
貞
一
克
一

0
年
四
月
発
卯
朔
条

『
唐
会
要
」
巻
四
二
日
蝕
貞
元
六
年
一
月
戊
戎
朔
、
貞
元
七

年
六
月
喪
寅
期
に
も
み
え
る
。
、

実
黙
の
よ
表
文
の
例
は
吋
全
勝
文
同
議
ニ
八
九
張
九
齢
「
加
賀

太
陽
不
義
状
」
及
び
巻
二
五
六
蘇
越
「
賀
太
器
不
磨
状
」
が
あ
る
。

(
関
)
日
食
が
見
え
な
い
と
き
に
表
費
す
る
の
は
、
唐
の
後
も
続
い
た

ょ
う
で
あ
る
。
「
宋
史
』
巻
二

O

徽
宗
紀
の
大
観
元
年
一
一
月
壬
子

朔
の
記
事
に
も
表
質
の
例
が
あ
る
。

ま
た
、
円
統
文
献
通
考
』
巻
一
二
二
象
緯
一
一
一
に
明
の
こ
と
と
し
て
、

宣
宗
宣
徳
五
年
秋
入
月
己
巳
朔
、
日
食
、
陰
雨
不
見
。
時
礼
部
品

番
胡
液
繭
称
賀
、
不
許
。
勅
日
、
日
食
天
戒
之
大
者
。
機
暢
徳
行

政
用
賢
去
姦
、
而
後
当
食
不
食
。
今
陰
雲
不
見
、
得
非
朕
昧
於
省

過
而
然
輿
。
況
離
照
明
照
盟
方
、
陰
雲
一
敗
蔽
右
龍
、
京
師
不
見
、
西

方
必
有
見
者
。
夫
一
吋
欺
興
。
其
ふ
ん
勿
賞
。

と
あ
り
、
雲
に
よ
っ
て
見
え
な
か
っ
た
の
を
賀
そ
う
と
し
た
上
奏
を
、

皇
帝
が
也
の
地
方
で
は
見
、
え
た
は
ず
と
し
て
許
き
な
か
っ
た
の
を
見

れ
ば
、
こ
の
時
期
に
も
日
食
が
鵡
こ
ら
な
か
っ
た
場
合
は
賀
の
対
象

と
な
る
考
え
方
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

(
印
)
「
北
史
』
孝
文
膏
紀
太
和
一
八
年
五
月
平
成
期
条

(
仰
)
吋
勝
大
招
令
集
」
〈
鼎
文
書
局
〉
及
ぴ
定
点
唐
文
」
〈
中
華
握
岡
崎
版
〉

に
よ
っ
た
。

(
臼
)

〈日〉

(
史
学
科
第
羽
田
卒
業
生

静
岡
県
庁
勤
務
)
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表 1 各時代毎の日食記録

凡例

表の各項目については以下のとおりである o

番号:記事の整理の都合から便宜上つけた。時代毎に lからふってある。

月日:原則として、史書に書かれている通りに書いである。史書編纂時の単純な誤りと考えられるものについては、備考欄に

[ ]書きで正しいと考えられている月日を書いたロ

複数の史書に書かれている日食で、そのうちの一つが間違えている場合は正しい月日を書き、備考欄に注記した。

食分:太陽の欠ける割合のこと。 1. 00が皆既日食になる。

夜=夜日食。地球上で日食は起こっているが、中国では夜にあたるために見えない日食。経度方向のずれ。

不 z 不食。地球上で日食は起こっているが、南半球で起こっているために中国では見えない日食。緯度方向のずれ。

非=非食。地球上のどこでも日食が起こっていないにもかかわらず、誤算により、日食があったとなっているもの。

非食である内、別の日に読み替えが可能ではあるが、はっきりと「間違い」と断定することはできないもの。読み替え

内容は、備考欄に[ ]書きで書いた。

ex. [1 O. 甲子晦 O. 6 6 ]とあれば、 「十月甲子晦の日食を指しているのであれば、その食分は O. 66である」

とL、うこと。

( ) ~日出帯食もしくは日入帯食で食甚が見えない場合。見える最大の食分を( )に書いた。

ムー r1.春秋」で用いている場合 事実以外の記述があるが、字義の解釈など内容が対応策でも占いでもないもの。

r4 後漢書」で用いている場合 本文ではむく、顔師古などの注に占星術的な内容が書かれているもの。

備考:

比月食=二カ月続いて日食が起こること。実際にはあり得ないため、少なくともどちらか一方は、必ず非食となる。

日出帯食=日の出前に日食が始まっているため、欠けた状態で太楊が昇ってくること。

白人帯食=日食が終わる前の、欠けたままの状態で日が沈むこと。

日付の後の( )内の数字は日にちをさす。 ex庚 子 (2 )は「庚子の日は二日 Jということ。

I 春秋 (BC720-4811 37件

是正 漢

税書

公;穀:ti::左i五
羊(庶民民行

u 伝i伝i伝i伝i志

~~年号 s{ 月日 食分 l紙伝i 備考

l隠公 m 2己巳 0.43 ム xx 0 553 10丙辰朔 不 xxx 0 

桓公司70( 7壬申朔 1. 00 ムム x 0 21 552 9.庚成朔 O. 72 xxx 0 比月食

17169 10庚午朔 0.54 ×ム×ムO 10庚辰朔 xxx 0 →[富盛26.10車庫‘・日入者世]

E 荘公2185 
67f 3(壬子朔 0.65 ×ム x 0 2 550 2.葵酉朔 0.87 xxx 0 

66[ 6.辛未朔 O. 90 00000 2 549 7.甲子朔 1. 02 xxx 0 比月食

23E0 66 12奏亥朔 O. 70 xxx 0 白美巳朔 非 xxx 0 
1 66 9庚午朔 0.87 000 0 2 546 11.乙亥朔 0.85 xxxムO量豊・益平・量・五折着目r12月」に作b

健 会12
65! 9戊申朔 0.93 xxx 0 匝1昭公

5532E 1 
4甲辰朔 0.40 xxxoo 

64~ 3庚午(朔 O. 29 xxx 0 6丁巴朔 0.88 xxx 0 

10 1~64~ 5. 非 xxxムO 525 6甲成朔 xxxoo →[10.甲成朔0.87]

11支 公 l62E 2.奏亥 0.80 xxx 0 52 7.壬午朔 O. 64 xxxoo 

12 61 6辛丑朔 0.89 00000 22520 12実酉朔 O. 58 xxx 0 

l宣 公 601 7甲子 xxx 0 241518 5.乙未朔 0.57 xxxOO 

141 59[ 4丙辰 (0. 61 xxx 0 丙辰(2)・日出帯負 511 12.辛亥朔 0.61 xxxoo 

1~ 59 6 費量卯 xxx 0 →[7年6費卵園0.66] 定公 505 3辛亥朔 0.43 x 0 

JE成 公l57~ 6.丙寅朔 0.92 xxx 0 →[丙寅(3)] 498 11.丙寅朔 。.87xxx 0 

171 57 12丁巳朔 O. 70 xxx 0 495 a庚辰朔 0.55 xxx 0 

IS費公l55~ 2乙未朔 0.62 xxx 0 哀公l481 5.庚申朔 。.85 x 0 

Hl55~ 8. T巳 xxx 0 →[7 丁目(2)0.38]

O 話ggで3

(ム 2 g (j a 
合計 3~3~37! 1 (j3 53/154 

2 秦 (BC476-207) 3件

史

lai秦E 

本

車f

l 共公3441 0.81 Ix 

昭王 11301 0.991x 

荘嚢王 24 4. (戊子 O. 95 ×荘裏玉2年に重出

O 。
合計 3 
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3.前漢・新 (BC206-AD2:n 61件

調距 ;受

歯医 :ま

笈行ボ紙ヰ..， 
，明肋。

i商務 320! 10. lfI 浅竃 0.61 Ox 比1司食 1101 |ι 己酉朔 非 × 

~ 20~ 11.発卯晦 非 Ox 太紛 9f l乙巳晦 0.89 X ~[関 L 丙午朔]

， ・L ~:き81t 
6.乙来電量 書.94xx 9， i立平言竃覇梅 0.82 xx い[11.号室在期]

4l:i車帝 l手丑朔 非 Ox 征和 8! 8辛酉晦 0.89 xx 
5.γ卯 。.93Ox 先晦 1B 昭帝始渇 8~ 11.壬辰朔 0.62 Ox 

高高話言 18t 6.f号浅竃 券 xx 元調眠 18( 7.己亥朔 告.80Ox 

18 I11.e.丑晦 1.00 Oxc tl笈帝地節 l61112.奏亥晦 0.07 xx 

x予告 m 11‘書HO聾 0.33 x xC 五歳 l5012.乙奮調理 夜 xx 

ー

10.γ奮‘ 0.37 xxx 土1:111量 541 4.辛丑朔 O. 17 xO 

17 11.γ卯晦 非 xx 411 3.壬成朔 (0.64 xO 日出帯食

後 16( 4. f毒反軍E 非 xx 4Q 6.T.主要縫 な52xO 
15 1.辛未朔 非× 建昭 34 6.壬申園陸 非 xx 

l 燦宇野 15 1活午晦 (0. 03 xx 日出帯食 2!112.Dt辰朔 0.61 。。
154 10. l主浅竃 非 × i戊浅+[浅賓] 湾玉F 28 4.己亥司臨 書.書2bo 
151 11.庚寅晦 0.79 xxx 26 8.乙卯園陸 O. 77 xx 

中 14E 12.伊寅晦 非× 25 3.奏丑朔 0.54 xx 

w 立高I'1l費量 非 xxx 重量朔 24 2剛了来司臨 0.07 xx 

14 9.戊成晦 O. 70 xxx 永始 1111 9.丁巴晦 0.07 O 
l 14f 10. Dt午 非× 戊午(20) 15 2.乙蚕梅 0.88 。。

144 7.拶亥鳴 0.61 xxx F 14 1.己卵国語 0.42 xO 

後 l14 7.日巳 0.67 xxx 院晦 1日 1:1 7辛未晦 0.26 xx 

殺害普建元:
i1335 E 

Z湾浅甥 非 tx ト[1.乙奮梅] 元E麗 i費量亥務 0.13 xx 

9.丙子晦 0.60 xx ~41l証帝元選手 2 1.辛丑朔 。.87xO 

13~ 1.1:.巳朔 非 x ド[[2.戊辰晦] 目f 11 3.壬辰晦 非× 比月食

13 2.ji号車菱電毎 手事 x 4.壬重量縫 (0. 15 × →[壬浅割臨.B諸事野禽3

7.揮を未 O. 70 Ox 院峰 1日 [; a 乎帝元倫
AD 5. T巴朔 0.77 xo 

元携 127 2.乙巳晦 0.461x 比Jヨ食 9 9.戊事嶋 0.96 xo 

2~ 3.乙亥聾 非 X 種子書憲議 10.丙重量朔 非 × |支持伝

612 11.幾丑晦 O.671x 14 3.:E申晦 0.32 O 玉滞伝

元狩 122 5. z:，己梅 0.98 恰× 16 7.戊子硲 0.81 O .:E参事伝

元調書 11 4.γ丑‘ 0.81 xx 

合O計 川揮4者問12f2」 Z81113
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4. 後漢 (2fi-220) 76件

後j

語E.. 
五行紀本

耳長

l紙事建武 26 1.甲子朔 0.72 Ox 30順帝永建 12 7甲成朔 。.96~x 
4 271 5.乙卯晦 0.S4 O~ ~n 陽嘉 135 園8丁亥朔 不 ム×

30 9.丙貧晦 0.60 ム× 永和 13¥ 12.戊成朔 不 Ox 
311 3.愛亥晦 。7700 142 w 5.己丑晦 0.55 Ox 

t 1fJ4【 3.辛丑晦 (0. 30 Ox 日出帯食 141 9.辛亥晦 (0.66 Ox 白人帯食

171 41 Z乙未晦 0.79 O~ ~4鍾宇野建和 l 14 l辛亥朔 夜
ooc c 

22 4E 5.乙未晦 。11Ox 14~ 4.丁卯晦 0.53 
25 4~ 3.戊申晦 。77Ox 444T E f 元嘉 15 7.庚辰 非 Ox 庚辰(2)

f 2!l 5， 2.丁巴朔 。74。。 永興 15 9. T卯朔 0.71 。。
l【 311 50 5.奏酉晦 0.32 Ox 

~~ 
永寿 15 .5.庚辰晦 0.00 Ox 

11 中元 l日11.甲子晦 0.63 Ox 延蕪 115f 日甲成晦 O. 75 Ox 
l明宇野永平 60 8.壬申困層 0.74 00 50 165 l丙申晦 0.43 。。

6510.壬貰晦 0.96 。。 51 16f L辛卯朔 0.20 00 
13 7U 10.甲辰晦 非 ム ~[ 10.甲辰朔] 52 永康 l16 5.圭子晦 0.54 。。

10.壬辰晦 非 O 10月に壬辰存在せず53霊帝建寧 l16~ 5.丁未朔 0.01 ~O 
16 772E 5.戊午晦 0.75 Ox 

~: 
10.甲辰晦 O. 76 xO 

11.甲辰晦 。18
0O0 C 

16 10.戊成晦 O. 06 xx 
H章帝建初. 80 2.庚辰朔 0.34 

b~ ーm
3.丙賓晦 夜 xx 

811 6.辛未晦 0.31 Ox 411H 3辛酋朔 O. 21 ~x 

E2U1 章和
871 8噂乙未晦 0.90 ~x 嘉平記17 12奏酉晦 0.33 Ox ~[庚戊梅]

和帝永元 90 2，壬午 O. 08 ムA壬午(2) 建寧 17 10.葵丑朔 非 ~x 

~; 992E 6-戊成朔 0.63 Ox I3U 光和 l17 2.辛亥朔 非 × 

4.辛亥朔 0.88 。。 10.丙子晦 0.33 Ox 
24 12100 7.辛未朔 0.38 Ox 132 2m 4.甲Il朔 0.87 xx 

25 1510 4.甲子晦 0.83 Ox 133 41181 9.庚貧朔 0.92 ~x 

221E安帝永初 F1 10 3.奏酉 0.48 。。実酉(2) 中平副18 5壬辰晦 0.21 ム×

111 1.庚辰朔 0.81 ox 18~ 4丙午朔 O. 73 Ox 

22E E 
113 4.丙申晦 O. 93 ~x 136献帝初平 419 1.甲賀朔 0.51 O~ 

元初 l11 3.~酉 非 X発酉(12) 137 興平 l19 6.乙巳晦 0.90 xO 
10戊子朔 0.57 Ox 

B6E E 
建安 20U 9.庚午朔 (0.63 ~O 日出帯食

115 9壬午晦 0.24 Ox 20 3. T9P朔 (0. 13 ×→[2.丁卯朔・自由帯食]

1111 7 E 
3.辛亥 夜 xx 辛亥(2) rru 10.発未 非 × 発未(20)次項の誤入か

2.乙巴朔 不 O~ 13208 10.奏来朔 O. 76 ムx

E l lIE E 8.丙辰朔 0.57 ~x 
7t孟2 

1521U 2.乙巳朔 (0. 43 xx 

61 12戊午朔 0.99 Ox 171212 6.庚貧晦 O. 79 xx 

永箪 l12 7.乙酉朔 非 d.x 211216 5己亥朔 0.80 ~x 
延光 412 9.庚申晦 0.87 Ox 2412U 2.壬子晦 0.53 xx 

12 3.戊午朔 0.27 d.x 延興 22U 2.丁未朔 0.63 x 

O 1431 
( d. 1a 

L __  合計 727 621146 
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5.三国・鰍 (220-481) 目。件

2既-.管婚宋書

淑夫J五

書調離書:党志:行志

11:文帝黄初 221 6.戊辰晦 0.15 。00 11 24 4.丙辰朔 0.06 xx 
ど 3222 i湾実務 弘幸喜 xxx if2善， 4.壬子朔 不 xx 三正予(2H苦手亥鶏]

11民庚申梅 0.02 xxx 10.戊申朔 0.22 xx 策"五戊衡に作る

4 fl22 11.戊申晦 非 xxo 24 2.庚午朔 0.96 xoc 
5明帝京拘‘主主2l¥.戊浅費量 世主?xxx 24 ト乙来線 非 xx 

23 I.戊辰朔 非 xx 嘉lj1!124 1己未 不 xx c.;'i転(2)..[戊午朔]
膏費量 1283 .5. J軽寅携 0.20 xxx せ，.25 1戊子機 不 xx 

少予告亙量a1 24自 7. r.量寧機 0.51 XX  I 26 ¥.乙膏朔 0.52 xoo 
3242 4.戊成朔 非 xx 1[;先帝景7e; 261 払γ未朔 O. 38 xxx 

l( 24l 5.γ丑携 a吾5xx 7査(16)→[玉露軍〕 rz~ ぎ陸s11.己亥朔 量.26 xx 事転・五三月4こ作る

O 1: 3 

」
合計 ー〕 11:2()1 8/49 

古 事費 (265-420) 64件

務機; 著:書宋
;誠治

:脊ill'!
予岩本;天 ;叉J

諸~説;紙法文 ;減続本量E

i防署員事泰鎗 22呈t7. P軍冬型雇 な24xxx 3~鱒孟章太興 4. T丑朔 主事 xxx 
10.丙午朔 非 xx 前羽の誤入か b: 明帝太剤師 32 11.発巴朔 0.63 Oxx 

ワ27 5.!費辰 不 ×庚燦(2) 成帝威平日 32 5.甲申朔 0.73 Oxx 
10.γ丑務 不 xx 

b~ 
63書 3.:E或朔 立57。。 ベ2.:'f重量鶏]

827 10.帯未朔 0.06 xxx 933 10.乙未朔 非 O L走存症せず 世事申書記か

27 4.戊辰朔 ι92 xxx 
3344 5 0 

威厳 l133 10.乙未朔 非 xxx 
7.γ琶湖 非 xx 34 2. "子機 私書2Oxx ，，(甲午鱗]

1Il27 L2:..未 非× 乙米(2) !l34 l己未朔 夜 Oxo 晋・天乙未に作品

~ 忌事量亥 0.90 xxx 発亥(2) l絡事善意秘 4 4己蛋朔 il1量 xx Z重(16)書量皐華λ

10 量~. 1 出7 1幣事梅 事.11xxx 号話 351 1.γ酉湖 夜 xxx 
11 :127 l.内子朔 0.94 xxx ，，~ 35 1;帯卯(朔 夜 xx 「朔」字欠

112 2 
4127~ LJ慢午携 不 xx 44 10.袋三朔 な511Oxx 

太康 428， 3.~丑朔 0.25 xxx 辛丑(2H威子朔 ~5 升lj1! 36 8.辛丑朔 O. 94 Oxo 
14 7 628E 8.内成朔 0.44 Ox 48l証帝隆利 3.甲寅朔 非 Ox 甲寅(23)

28~ 1.開F賓調 0.47 xOO 嘩l 2.戊午襖 〈な童書 OOx 5諮寺普食

1 E !l28 1.戊申朔 0.43 xxx 
445自怖首長太粕

36 乱丁巴朔 0.98 。Ox
自28f1. 王監寧朔 非 。。。 7.~豊富朔 0.32 Oxo 

ta 6.'隆子類 0.83 Oxo 精華寧S範 37 1仕事量音機 0.25 xxx 
HU車惰元康目29[ I¥.明子朔 0.43 Oxx 51 太7e;137 11.己巳朔 非 O 己巳(28)
20 永E量 i300 1.弘知 手宇 xx 己掬(17) 52 書曇 書12.己蚕朔 な31txx 
E 4.事邦朔 夜 xxx 52 8381 白炭子朔 0.19 xxx 

222 5 
国3.開成朔 0.70 xxx 54 384 10.辛亥朔 。52xxx 

発繋 l喜tl.x章子議 不 txo 
E5E E 

5. T喜重機 立吾Zxxx 

24 7掴z.，酉朔 仏96Oxo 乱庚辰朔 0.52 OxO 
25 12. :'f午朔 夜 Oxo 57事費姉隆安 .400 由貿庚辰朔 0.50 Oxx 
封鎖事者永嘉 138 11.戊寧類 夜 xxx £是正事(2)→〔γ来錫 総主翼天輿 な75 O 
~71 80f 1.内午朔 非 xOx 普・米丙子1;:;作る58轡 元 興 403 4食事連巳朔 0.85 Oxx 
zs m 2. :'f子顕 夜

O ×X x O O 
重量 天異 t 0.62 ox 

邸調書空襲建興 l3u 6.γ己競 0.92 5~智義熊 4脅 ?興E主成朔 0.4昔 xxx 

30 12. z.，卯朔 0.74 OxO 普妻子・事王昔4 甲子に骨6 織天賜

444481118 4 E 5 

7伺戊成朔 0.21 O ド[王14.7.J.t/tIJ

332 1 
31， 5.i号子 夜 bx 事せ'H幸童書] 60著 書量型軽H 9. TE.朔 0.71 xxx 

11.丙子 軍医 Ox 再干存在せず→[[，11聞] i3U Il 1辛亥晦 。.15xxx 

6622 鍬京事神繍 乱庚辰晦 非 x 
鷲 重量罪悪1毒i l砂まflf主朔 〈立主君 Oxo B Iil~普食
繍泰?韓 x 

64理署純元熊 1911. T亥甥 不 Oxx 
貌泰7書 x 

O 2!l理14i司

一L

合計 S理6114雪4i， 53/17皇
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， ， ，・・， ， ， ， 守・， ，咽
a ・， ， ， ，・

‘ 4 ・r・ 4 ・・・ 4
P 守， ， 島 音 守， ， ， ， ， ，唱， ，量， ， 量 企企ミ毒者重幸益事事ま 6 事
4 事 ‘ 昔 、 ￥ ‘ '

!慨! !~t: 

宋五;本秘天i策米;梁本iis木転斉本本燦懸天i木:務本:i1本七

4南斉m 永j[; 501 l丙申朔 不
!x! ふ;:×::× 4!i~主重量 景号車 5吾i?美己朔 喜一 26 す書， ， ， ， ， ，通&

4梁武帝天.Ii 150 7丁巳朔 非 :X: 
北貌 景明、 非 :X: :X 軍， ， . ， ， . ， ， 

4梁 天童監 50 3，再審朔 不 :X: :x: ι， ， 
4北鋭 永平 l50 8.壬子朔 0， 67 :X: : :X ヰ， ， ， ， 
4Q~t重量 永!fl.:1 50 8， p;j午燃 0.89 :x: :子 :X事宰毒
5(U主望書 永!fl.4 51 12.壬成朔 不 法o ， ， ，審事

:x: 
h ・ E ト目

51北説 延!!l 1 51 8己未晦 (0. 35 :0 
， ， ，ト，
， ， ， ， 白人智食

5iU主重量 延喜善 251 5.寧実務 0.04 :x: :X 帯主意書 事看重量 t

5，梁 天蛍 51 8戊辰朔 0.97 :X: : :X: 

北重量糊帝照平 l 0.87 :X: : : :X . ， ， ， ， ， ， ( ， ， 

541:1主重量 捧亀 551 l.手己望書 立85 :x: : :x ， ， ， ， ， ， ， ， .号

5梁 普通 l52 l丙子 (0.49 !x: :0' :X: 丙子(2)日出平野食

北重量 正光 l l.乙亥朔 。65 :0 : :X 乙亥機ゅ[p幸子(2)]

5fJ:!主重量 亙光 4 52 11 5T菖〈総 0.12 :x: 「海j字欠

5梁 普通 52 5.壬辰朔 0.98 ;0 ;0' 
北重量 正光、 0.83 !O 

S 主そ野手
5!Ut望書 正光 t52 11.己丑朔 (0.自2 主主 白:X 日出平野食， ， ， ，ーー，ト
5梁 普通 52 1I奏未朔 0.87 ;X: ;x; ;X: 

j主量書 豆光 0.85 :x: : : : :x 
6(北灘 永安 52f 10，己酉朔 非 ;0 :X 

61北線飾帯普務 l531 6.己亥朔 0.06 。， ， ， ι;X 

草花重量級事太醤 '53 i告，辛賓鱗 書22 。 :X

6北規 永熊 53 4己未朔 O. 29 :0 :X 

8北豊富 永障担 53 4.奏丑燐 不 :0 対&・
6!l!東署毒事毒事元象 11 53 1.辛膏朔 不 :0 : :X 

4 会守"ーー‘， ， ， ， ，ι， ， 
61梁 大同 53! 。辛丑 非 手丑(14)月食の誤入か

O:::::::〉〈:J× s東重量 翼手書 54! 軍事.T丑携 0.53 

6!梁 太持層 1 54 l.己亥朔 。74 : : : :X: 

東灘 武定. 0.91 o :X 

1主斉弾薬事武定 :Q: 
6f東調 武定 54f ?庚寅朔 0，40 :x: 

7(陳武予告 永定 55f 5.丙辰朔 不 :0: : :0' :0: 丙長(2)吟〔了巳燃]ι "J' ， ， ， ， ， ， ，註毒

7l1~主斉織宗室重量 56 11 4. F奇子機 O. 19 :0: 
北周武帝保定 l 0.09 :X:: :X 

7:!Uじ周 保定 l561 10.甲浅 夜 ;ι: :x:x: :x φ 邑 φ'A'企 弓守 卒浅(2ド[喜屋麗場]

7僚支宇野 天嘉 56 な戊震朔 0， 31 :x: :X: ι・・ : ・白;̂i
北周 保定 0.35 :X:X: ;X 

741::1主題 事量定 56 3.乙丑務 不 :X:X: : : 童書事皇室盈ま，， ，圭， ， ， ，通語
7北周 保定 56 2，庚寅朔 。12 :x:x! :X 
7E北周 保定 56 8.丁亥朔 不 ;X;X! ! ;X 

7'11:1主罪悪 祭定 56~ ?。若手己努 不 : :x;x; ;x 
7北周 天利 11 56E l.己卯朔 不 ;X:x! :X 
7~ 北周 天和 56 l実直朔 不 ;X:X: !X 

4甘量詐許字企
8(Ut濁 天和 56 1 L i主浅朔 夜 jiii×;xijj× 

旬

81北周 天和 56~ 11壬申朔 夜 :X: :X 
ιι1  

8:U主罵 天和 57C 10.等E.m 不 :X:: :X 
弓

8北燭 天和 57 11 4.戊寅朔 夜 :X:X: :X ， . ， I ，・. ， ，・
8北周 建徳 11 57 3喜連卯朔 夜 : : :X: :X . ， ， ， ，骨正， ， ， 
8f被室幾 太重量 57 立庚子機 書42 : :X: :X: 主主. ， ， ， ，圭 e 会

~t周 建徳 1 0，28 :X: :X 

81陳 太建 57 2.壬辰朔 0，83 : :x: :X: . ，主， ， ， ， ， ， ， 

i主題 建徳 O. 77 :X: :x 
2 唱， . ， ， ， ， ， . ， 

8北周 建徳 57 1丙成朔 夜 :X: ‘ :X ， ， ， ， ， ，・， ， 

a北斉後三主武平 5H 6.戊辰携 ι71 :X: :x . ， ， . . ，量. ， 
j包濁 建徳 O. 71 :x: :x 

8北周 建徳 5H 12，辛未朔 不 :X:: :X ， ， ，・・， ，・.
9(1;1主題 建徳 571 11.己亥喝 0.91 :x:: :x 唱宰. .竜$宰手
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. 寸， ， ， ， ， 
・・ ， ， ， ， ， ， 

ト・ーー も， 

i南::1じ

宋五本鏡天斉元i梁本iip本転;斉本周本i附天本南木北本

91北周静帝大象 l579 4，壬成朔 夜 :0 ， ， ，・

9 北周 大象 5 580 10甲寅 不 :X: :X 甲賀(2)→[発丑朔]， ， ， ，・・，

9 情文帝開皐 U 583 2己巳朔 0.68 :X: :X 己巳朔→[庚午(2)J， ， ， ， ，・ a

9 情 開皇 58 7了卯 不 :X: :X 丁卯(8.朔)→[7.丙寅梅， ， ， ， ， ， 

95 時 欄皇 458 1.甲子朔 夜 :X ， ， ， ，・， ， 

96 陳後主至徳 585 l戊午朔 不 :X: : : : :X: ， ， ， ， .ー.
・

9 情 開皇 587 5乙亥朔 不 :X: :X 

日E 11 591 2辛巴 夜
， ， ， ， ， 

:X: :X 辛巳(29)喝[壬午晦]

99 59 7壬申 夜 :X: : 壬申(28)→[奏酉晦]， ， ， ， ，・ 2， ， ， ， ， 
100 59・7.戊辰晦 不 :X: :X ， ， ， ， ， ， ， 

101 仁寿 l601 2.乙卯朔 0.40 :X: :X 

102 情婦帝大業i 61E 5.丙成朔 0.90 :O:X: :X 

O <1 <12四U:1: 1: 1: 4i <1司 l
合計 l 司 1~5司里町~ ~2~1町四34i7~ 40/263 
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18: :新: !El義

居眠 i厳

書叡

声重文正王J者紀:忍五文i#厳

天本天王事

高主霊重聖徳 61 10.壬事機 不 xxOx 5!i1雪景害事事~ 7H 5. C.丑務 0.35 xxxc 自・支 S年5.1.遺書ζ葬る

62 11 8.丙成朔 (0.13 x ox  日出郷食 5 72 11 9.1:，己朔 。.45 xxxx 目・正5月、目・本e.et作b

62 12.壬寅機 不 x Ox  571 72~ 担12‘涛農場 不 xxxx 量・支壬援にfFる

62 IO.f奇震機 立26xxxx 58 72l 10戊午朔 0.89 xxxx 

.太宗貞倒 11 62 開3.~を丑朔 0.52 x xx 59 2 73 2明成朔 夜 x xx 自・玉突酉1:作る

な襲互主務 告書ix O x  喜4 8.書辞来類 不 xxxx 
6 62 3.戊申朔 仕60xxOx 6U 2 11 73 3 7. 1:，丑朔 0.61 xxxx 

a 62 !l 8.己己朔 不 xxOx 63 73 12.戊子朔 O. 79 xxxx 

喜3 l す~Il朔 不 x xx |量ー王錫1.1こfFo 芭 2 7苫ijlll去午努 0.17 xxxx 

!( 7甲子欄 夜 xOx 641 2 731 9白丙申朔 不 xxxx 

111 63 L 乙 ~II朔 0.59 xxOx 6S 2 74( 3.了亥携 0.53 xxxx 

吾3 5.辛末朔 夜 xxx 61 天宝 11 74~ 7.;H書類 札56 x xx 

63 間4丙寅朔 不 xxOx 目・ヰ T卵(日)，れ 6 74E 5.:世子朔 。凶 62 x xx 

63 3. i竜王匙鱒 豊z 空2xxOx 61.1 75 6. z:.涯務 仕事? xxOx 

63 |聞2庚震情 夜 xxOX 6 粛家~穂 7St 10.帯己朔 0.96 xxx 

16 63 8辛未朔 O. 91 xxOx 7( 上元 76 11 7殺未朔 0.99 oxxx 
64 6.己搾場 立56xxOx 7J!tt家広鐘 7喜 5.γ蚤議 仕書?O 

111 64~ 10.辛丑朔 夜 xxOx 7 大暦 m 3.1:，巳朔 0.54 xxxx 

仰(問書申軍人|

2211満宗顕HR222U f 

64E ~3. 英巳朔 且19xxOx n 769 1.!jI午 月食 xx 

喜4t思己膏朔 立91xxOx 7 772 6. J軽成務 不 X 

661 6.庚午朔 O. 73 xxxx 7 111 m 10帯関(朔 札 13 xxOx 「朔J字欠

2 書u開 661 5.甲子園臨 不 xOx 事・本軍寺署Z韓基
7?t 1 

13 m 〈喜〉富F戎瀕 不 x 汚名欠

2 重陽線 66! 13.実否 不 xox 発奮(2) 14m 7.1l辰朔 不 xxx 

2 乾 対 667 8.己丑朔 0.35 xxxx 目・王己閣に作品 78 780 12.阿賀晦 0.29 xOxx 目-;1;2.再富由E作b

2 総書韓 669 忠実事機 不 xxxx 7~ 重軽量芸員元 ?皐 書家三欝 仕事喜 Oxxx 

z 童書'" 670 6.壬貰柵 官 32xxxx 80 788 8.*卯朔 月食 X 何事官(16)申月例A

2 a 67 11.甲午朔 (0.36 xxxx 日入手普禽 81 789 l申辰朔 0.77 X 

2 吾711. r章子朔 本 xxOx 呈 !I 7劉 1.戊浅鶏 不 O 

2 土 地 11 67 3.辛亥朔 不 xxOx 8 79 6..貰朔 0.07 O 

3 675 9.壬寅朔 (0.23 × g也事普食 8 a 792 11. :E子朔 0.17 OxOx 

3 畿鳳 261S 7(乙卵〉朔 不 O 81守欠 85 1(1 7書44書置!iP務 1.0告p 
3 調 .2680 4.乙巳朔 非 H 8E 11l 79E 8. C.未朔 札26 xOx 国'X辛未に作る

3 永開量 680 11.壬寧朔 岳会 50xxxx o'王三Ei震に作品 喜 1'11 8聾広三長決{海 0.25 xxxx 機j字欠

3 路線 告8110.丙賓機 0.58 xxxx 書審議:7[;和 80~ 7.事己朔 α26 oxxx ト玉突己に作る

3 永悌 68 4，甲子朔 0.26 xxxx 8 111 815 8. C.亥朔 0.79 xxxx 

3 10. ~墜事機 本 X X 自・王 11}事tこ作品 吉4 13 811 !H聖王去懇 0.42 xxOx 

3滅后垂検; 681 2.辛来朔 自381x XX 9穆議長慶 82 4.*酉朔 仏94 xxxx 

681 6.丁亥朔 0.86 X O X  9 72 9. :正子朔 (仕 74lx xx 日出帯食

3 支 綬 i喜吉 4-.壬質朔 〈書.50x xx  日豊寺普食 喜文言書:t:季語 83 2. :'E子議 0，49 xxxx 

4 長翼手 169 4.丙申湖 白741x xC 9 開成 831 l内辰 月食 xx 再員(16)D-:m日韓
4 369 9. T亥朔 0.45 x Ox  9 86 12. i時辰携 な571x

4 告書a 9.壬午機 不 X x 91諸宗余墨 84 2.廃車場 。.56 x Ox  

4 延繊 169 日壬午朔 不 x o x  前項と鳶襖 9~ 事4 2.叩寅朔 日171x xx 

4 霊重量 69! 2.己雪機 立611x xx 事i 84! 7. P苦午甥 α751>< xx 

4 重機 i101 5.己晋朔 O.631x X 自・王乙穏に作る 9l 841 12.r.覧辰朔 0，851x xx 

4 久機 l70( 1己酉朔 0.631x H前項と3陸線 101 宣療大中 841 5.己米(朔 。39 xxx 

4 長安:?豊: な乙歪朔 立豊富 xxxx 1喜 85 l.P寺浅類 不 Ox  

4 70 乱壬戊朔 0.43 xxox 10 館講威通 86 7.帯卯朔 仏49 xx 

4 。庚寅朔 夜 H x>イい[8.庚I'fl朔] 10 健祭事E符 87t 9乙亥朔 非 Xu  

5中宗待費量 7量16. T錦繍 立54xxOx 1喜 87 4三E園F務 夜 xx 

51 景鶴 l70 12.乙丑朔 (0.68 xxox 日出帯食 10 87 4.B時申朔 非 xx 

5司書家太機 71 2. T卵朔 非 X 崎[庚子機] 101 文徳 881 3設 Z完互主務 乱67 xx 

5a~宗先天 71 9.了邦機 告.17xxxx 10 表宇野天祐 11 90 10.事DP差 0.50 xxx 

5 開先 71 7庚辰朔 0.41 Ix xx 10 90 4，幾米朔 (0，27 xxx m世田・本申申に作6

O 望者3者;
合計 9~自明9~9( 46/337 
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